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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２の異なった、別々に包装された組成物を含んでいる、紫外線Ａ波および紫
外線Ｂ波を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外線放射からケラチン物質を保護するための
キットであって、当該キットが、
　・　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　・　少なくとも１の化合物（Ｙ）、および
　・　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が、
　　（i）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルトリアゾン（Ｂ)と
、またはブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルメトキシシンナメー
ト（Ｂ)との組み合わせ、または
　　（ii）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)と酸化チタン（Ｄ)との組み合わせ
を含んでおり、
当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がシリコーン化合物であり、該化合
物（Ｘ）および（Ｙ）は、触媒の存在下におけるヒドロシリル化反応によって互いに反応
する能力があり、
但し、化合物（Ｘ）、（Ｙ）、触媒が同一の組成物中に同時には存在しない、
　該疎水性遮蔽系の合計量が、当該キット中のすべての組成物の合計重量当たり１５重量
％以下であり、
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化合物（Ｘ）が、少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいるシリコーン化合物から選択
され
化合物（Ｙ）が、少なくとも２の遊離のＳｉ－Ｈ基を含んでいるオルガノシロキサンから
選択される、
キット。
【請求項２】
　少なくとも２の異なった、別々に包装された組成物を含んでいる、請求項１に従うキッ
トであって、当該キットが、少なくとも
　－　少なくとも１の化合物（Ｘ）を、生理学的に許容される媒体中に含んでいる第一の
組成物、および
　－　少なくとも１の化合物（Ｙ）を、生理学的に許容される媒体中に含んでいる第二の
組成物
を含んでおり、
当該触媒が当該第一または第二の組成物、もしくはこれ以外の第三の組成物中に存在し、
かつ当該疎水性遮蔽系が当該第一または第二の組成物、もしくは当該第三の組成物中に存
在する、キット。
【請求項３】
　化合物（Ｘ）が、式（I）

（この式で、
　－　Ｒは、１～３０の炭素原子を有する一価の、直鎖状または環式の炭化水素基を表し
、
　－　ｍは１または２であり、および
　－　Ｒ’は、
　　　２～１０の炭素原子を有する不飽和脂肪族の炭化水素基、または５～８の炭素原子
を有する不飽和環式炭化水素基
を表す。）
のシロキサン単位を含んでいるポリオルガノシロキサンから選択される、請求項１又は２
に従うキット。
【請求項４】
　化合物（Ｙ）が、以下の式（III）

（この式で、
Ｒは、１～３０の炭素原子を有する一価の、直鎖状もしくは環式の炭化水素基、またはフ
ェニル基を表し、およびｐは１または２である。）
の少なくとも１のアルキルヒドロシロキサン単位を含んでいるオルガノシロキサンから選
択される、請求項１～３のいずれか１項に従うキット。
【請求項５】
　紫外線Ａ領域および紫外線Ｂ領域を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外線放射からケラ
チン物質を保護する方法であって、該方法が当該ケラチン物質に
　ａ）　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　ｂ）　少なくとも１の化合物（Ｙ）、および
　ｃ）　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を施与することを含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が
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　　（i）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルトリアゾン（Ｂ）と
、またはブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルメトキシシンナメー
ト（Ｂ)との組み合わせ、または
　　（ii）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)と酸化チタン（Ｄ)との組み合わせ
を含んでおり、
当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がシリコーン化合物であり、
化合物（Ｘ）が、少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいるシリコーン化合物から選択
され
化合物（Ｙ）が、少なくとも２の遊離のＳｉ－Ｈ基を含んでいるオルガノシロキサンから
選択され、
該化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、触媒の存在下におけるヒドロシリル化反応によって互い
に反応する能力があり、
　該疎水性遮蔽系の合計量が、上記ａ）、ｂ）およびｃ）の合計重量当たり１５重量％以
下であり、但しａ）、ｂ）およびｃ）の施与が、（i）事前の現場での混合によって同時
にか、あるいは（ii）これらの施与の時に同時にまたは任意の順番で逐次的に混合するこ
とによって起こる、但し当該混合の条件が当該化合物（Ｘ）と（Ｙ）との間の反応に有利
である、ところの上記方法。
【請求項６】
　紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外線放射からケラチン
物質を保護するための化粧品組成物であって、該化粧品組成物が生理学的に許容される媒
体中に
　・　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　・　少なくとも１の化合物（Ｙ）、
　・　少なくとも１の触媒、および
　・　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が
　　（i）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルトリアゾン（Ｂ)と
、またはブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルメトキシシンナメー
ト（Ｂ)との組み合わせ、または
　　（ii）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)と酸化チタン（Ｄ)との組み合わせ
を含んでおり、該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がポリオルガノシロキ
サンであり、かつ当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）が当該触媒の存在下においてヒドロシリ
ル化反応によって互いに反応する能力があり、
該疎水性遮蔽系の合計量が、組成物の合計重量当たり１５重量％以下であり、
化合物（Ｘ）が、少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいるシリコーン化合物から選択
され
化合物（Ｙ）が、少なくとも２の遊離のＳｉ－Ｈ基を含んでいるオルガノシロキサンから
選択される、
化合物（Ｘ）および（Ｙ）の中の少なくとも１の化合物がカプセル封入された形態で当該
組成物中に存在し、当該触媒が当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１とカ
プセル封入された形態で一緒にされている、化粧品組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、日焼け保護の分野に関する。本発明は、より特には紫外線Ａ波および紫外線
Ｂ波の放射からケラチン物質、とりわけ皮膚を保護するためのキットに関し、該キットは
少なくとも２の組成物および少なくとも２の化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含んでおり、該
化合物（Ｘ）および（Ｙ）は互いに反応する能力があり、これらの化合物のうちの少なく
とも１はシリコーン化合物であり、また少なくとも１の疎水性遮蔽系が、３者択一として
、
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　（i）　少なくとも１の疎水性有機紫外線Ａ波日焼け止め剤および少なくとも１の疎水
性有機紫外線Ｂ波日焼け止め剤ならびに任意的な無機日焼け止め剤、または
　（ii）　少なくとも１の疎水性有機紫外線Ａ波・紫外線Ｂ波日焼け止め剤および任意的
な無機日焼け止め剤、または
　（iii）　少なくとも１の疎水性有機紫外線Ａ波日焼け止め剤、および少なくとも１の
無機日焼け止め剤もしくは少なくとも１の疎水性有機紫外線Ａ波・紫外線Ｂ波日焼け止め
剤
を含んでいる。
【０００２】
　本発明は、紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波の放射からケラチン物質を保護する方法、およ
びこのような方法によって得られることができる光保護膜にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　３２０～４００ｎｍの波長を有し皮膚の自然日焼けを起こす紫外線Ａ波は、特に敏感な
皮膚または太陽輻射に連続的に曝された皮膚の場合に、皮膚に不都合な変化を引き起こす
能力を有することがよく知られている。紫外線Ａ波は、特に皮膚の弾力性の喪失およびし
わの発現を生じさせて、早期老化をもたらす。これは紅斑反応の誘発を促しまたは特定の
人にはこの反応を増幅し、また光毒性または光アレルギー性反応の基点にさえなることが
ある。さらにその上、紫外線Ｂ波の名称の下に知られている２８０～３２０ｎｍの波長の
光放射は、皮膚の紅斑および熱傷を発生させ、これらは自然な日焼けの発現に有害になる
ことがあることが知られている。
【０００４】
　したがって紫外線Ａ放射および紫外線Ｂ放射の双方を遮ることが望ましい。
【０００５】
　一般的にいえば、皮膚の光保護を目的とした化粧品組成物は、有機および／または無機
紫外線遮蔽剤を含有し、これらはその化学的本質およびその物理的特性に応じて、紫外線
放射の吸収、反射または散乱によって機能を果たす。
【０００６】
　このような日焼け止め剤を含んでいる日焼け保護組成物の開発における目的は一般に、
日焼け止め剤含有量対効能の最善のトレードオフ（釣合）を得ることである。
【０００７】
　皮膚のための日焼け保護組成物の効能は、慣習的にその日焼け止め指数（ＳＰＦと略さ
れる。）に言い換えられており、これは、紫外線遮蔽剤によって保護された皮膚上に初期
紅斑を引き起こすのに必要なエネルギーの量と保護されていない皮膚上に初期紅斑を引き
起こすのに必要なエネルギーの量との比と定義される。効能の有意のレベルを達成するた
めに、当業者は現在、光保護剤を効能の所要のレベルに合うように大量に導入しなければ
ならない。
【０００８】
　この目的のために、市販されている様々なタイプの遮蔽剤が現在利用されており、これ
らは無機遮蔽剤および化学遮蔽剤（または有機日焼け止め剤）である。
【０００９】
　これらの日焼け保護製品は、より特には乳液、クリーム、スプレー、スティック、およ
び含浸ワイプの形態で存在する。これらの製品は、非常に高いレベルの光保護が達成され
ることを可能にすることができる。
【００１０】
　しかし、これらの製品が皮膚に施与されると、発汗、海水浴、または機械的摩擦、たと
えばタオルもしくは砂との接触のような様々な要因の故に、これらは取り除かれてしまう
傾向を有することがある。
【００１１】
　したがって、日焼け保護製品の市場では、紫外線Ａ放射および紫外線Ｂ放射に抗して、
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化粧品および／またはケア製品にケラチン物質の有効な日焼け保護の品質を備えさせる必
要が存在し、当該製品は外的作用、特に上述のようなものに抵抗しながら、高いＳＰＦを
享受する。消費者は特に、高いレベルの日焼け保護を確保しながら、心地よくかつケラチ
ン物質に対して無害である日焼け保護製品を期待している。
【００１２】
　ある場合には、利用者は、得られる日焼け保護が実質的に完全であること、およびとり
わけそれが攻撃的な作用に抵抗するであろう保証を有することさえも要求することがある
。利用者は、典型的には外科手術後の瘢痕を、言い換えれば皮膚の局部を保護することを
望むことがある。
【００１３】
　このような実質的に完全な、局部の保護を求める利用者は、現在のところ不透明ブロッ
ク（ｏｐａｑｕｅ　ｂｌｏｃｋ）を使用することができる。しかし、このような解決法は
、とりわけ美的な観点から満足のいくものではないようである。
【００１４】
　特許文献１は、化粧品用途のためのまたは医薬品を送達するためさえの、皮膚に付着し
バリアの役割をするシリコーン膜を製造する可能性を教示している。これらの膜は特に日
焼け止め剤を含んでいることができる。
【００１５】
　特許文献２は、太陽輻射から生体組織を保護するために有用である日焼け止め剤をドー
プされたゾル／ゲル物質に関し、この中にドープされた日焼け止め剤は、２５０ｎｍ超の
領域の紫外線放射を吸収する能力がある化学的日焼け止め分子から成ることが見出されて
おり、かつこの中に当該日焼け止め分子は物理的に捕捉されている。
【００１６】
　次なる順番の特許文献３は、ケラチン物質をメークアップまたはケアする方法に関し、
該方法は少なくとも一つがシリコーン化合物である複数の化合物を、日焼け保護製品をさ
らに含んでいるケア組成物と一緒に施与することを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】英国特許第２４０７４９６号明細書
【特許文献２】欧州特許第９７３４９３号明細書
【特許文献３】国際公開第２００７／０７１７０６号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　日焼け保護製品の市場では、紫外線Ａ放射および紫外線Ｂ放射に抗して、化粧品および
／またはケア製品にケラチン物質の有効な日焼け保護の品質を備えさせる必要が存在し、
当該製品は外的作用、特に上述のようなものに抵抗しながら、高いＳＰＦを享受する。消
費者は特に、高いレベルの日焼け保護を確保しながら、心地よくかつケラチン物質に対し
て無害である日焼け保護製品を期待している。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　思いがけなく本発明者らは、現在、市場にある組成物の前述の欠点が、特定の紫外線Ａ
および紫外線Ｂの放射に対抗する日焼け止め剤を含んでいる特定の膜を形成するために用
意されたキットの使用によって解消されることができることを発見した。本発明者らは、
実に、驚いたことに、当該キットによって得られた当該膜が、有意に高められた日焼け保
護をもたらすことを発見した。
【００２０】
　したがって、本発明者らは予期に反して、慣用の日焼け保護製品と比較して低減された
量の日焼け止め剤を使用して、紫外線Ａおよび紫外線Ｂに対する増加された効能の光保護
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膜を得ることが可能であることを発見した。
【発明の効果】
【００２１】
　より特には、本発明者らは、紫外線Ａおよび紫外線Ｂに対抗する日焼け止め剤を、本発
明に従うキット内で混合物としてまたは混成物の形で一緒にすることによって、紫外線Ｂ
日焼け止め剤のみが使用されたときに得られるＳＰＦ値よりもはるかに高いＳＰＦ値を得
ることが可能であることを実証した。
【００２２】
　本発明者らは、少なくとも１の無機日焼け止め剤と少なくとも１の疎水性有機紫外線Ａ
日焼け止め剤とを本発明に従うキット内で一緒にすることによって、無機日焼け止め剤お
よび疎水性有機紫外線Ａ日焼け止め剤が単独で使用されたときに得られるＳＰＦ値よりも
はるかに高いＳＰＦ値を得ることが可能であることも実証した。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　したがって、本発明の主題のうちの１に従って、
　少なくとも２の異なった、別々に包装された組成物を含んでいる、紫外線Ａ波および紫
外線Ｂ波を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外線放射からケラチン物質を保護するための
キットであって、当該キットが、
　・　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　・　少なくとも１の化合物（Ｙ）、および
　・　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が、
　　（i）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルトリアゾン（Ｂ)と
、またはブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)とエチルヘキシルメトキシシンナメー
ト（Ｂ)との組み合わせ、または
　　（ii）ブチルメトキシジベンゾイルメタン（Ａ)と酸化チタン（Ｄ)との組み合わせ
を含んでおり、
当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がシリコーン化合物であり、該化合
物（Ｘ）および（Ｙ）は、触媒の存在下におけるヒドロシリル化反応によって互いに反応
する能力があり、
但し、化合物（Ｘ）、（Ｙ）、触媒が同一の組成物中に同時には存在しない、
　該疎水性遮蔽系の合計量が、当該キット中のすべての組成物の合計重量当たり１５重量
％以下であり、
化合物（Ｘ）が、少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいるシリコーン化合物から選択
され
化合物（Ｙ）が、少なくとも２の遊離のＳｉ－Ｈ基を含んでいるオルガノシロキサンから
選択される、
キット
である。
 
【００２４】
　１の実施態様では、キットは少なくとも２の異なった、別々に包装された組成物を含ん
でおり、当該キットは、
　－　少なくとも１の化合物（Ｘ）を、生理学的に許容される媒体中に含んでいる第一の
組成物、および
　－　少なくとも１の化合物（Ｙ）を、生理学的に許容される媒体中に含んでいる第二の
組成物
を少なくとも含んでおり、
当該任意的な触媒または当該任意的な過酸化物が当該第一および第二の組成物のうちのど
ちらかの中に存在し、もしくは任意的に第三の組成物中に存在し、かつ当該日焼け止め剤
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（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および／または（Ｄ）が当該第一および第二の組成物のうちのど
ちらかの中に存在し、もしくは任意的に当該第三の組成物中に存在する。
【００２５】
　本発明はさらに、紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外線
放射からケラチン物質を保護する方法であって、該方法が当該ケラチン物質に
　ａ）　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　ｂ）　少なくとも１の化合物（Ｙ）、および
　ｃ）　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を施与することを含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が
　（i）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水性
有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある
少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｂ）、ならびに／または少なくとも１の無機日
焼け止め剤（Ｄ）、
　（ii）　２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫外線放射を同時に吸収する
能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）、ならびに任意的な無機日焼け
止め剤（Ｄ）、または
　（iii）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水
性有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫外
線放射を同時に吸収する能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）かある
いは少なくとも１の無機日焼け止め剤（Ｄ）
を含んでおり、
当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がシリコーン化合物であり、当該化
合物（Ｘ）および（Ｙ）が互いに反応する能力があり、当該反応が、少なくとも１の触媒
の存在下におけるヒドロシリル化反応、縮合反応、または少なくとも１の過酸化物の存在
下における架橋反応であり、但しａ）、ｂ）およびｃ）の施与が、（i）事前の現場での
混合によって同時にか、あるいは（ii）これらの施与の時に同時にまたは任意の順番で逐
次的に混合することによって起こる、但し当該混合の条件が当該化合物（Ｘ）と（Ｙ）と
の反応に有利である、ところの上記方法を提供する。
【００２６】
　最後に、本発明は、上記のケラチン物質を保護する方法に従って得られることができる
光保護膜も提供する。
【００２７】
　本発明に従う光保護キットは特に、ケラチン物質への効果的な付着を示しかつ使用後に
容易に除去可能でありながら、皮膚の特定の部位、たとえば病変、瘢痕、または創傷を保
護する能力がある光保護膜が得られることを許す利点を有する。
【００２８】
　このようにして得られた光保護膜は、本発明に従うキットのおかげで、均一であり、光
沢または粘つきがなく、また心地よく、かつ保護された部位のその後のメークアップを許
す残留膜を形成することが認められる。その上、化合物（Ｘ）と（Ｙ）との反応の結果と
して得られた膜は、本発明の１の特定の態様に従って、比較的透明または半透明なマトリ
クスを持つことができ、したがってこれは特に望まれている美的な品質を備えている。
【００２９】
　さらにその上、本発明者らは、当該光保護膜中の日焼け止め剤の特定の組み合わせが安
定であることを観察することもできた。これらは通常の場合、同じ日焼け保護クリームと
接触されると、互いに好ましくない相互作用をして、これらの同じ組成物の保護品質を損
なうものである。したがって、日焼け保護の分野において従来排除されていた日焼け止め
剤の組み合わせが今や可能である。
【００３０】
　本発明の文脈において、「透明または半透明」とは、屈折または反射によって偏位を引
き起こすことなく光を透過する能力をいう。
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【００３１】
　より特には、「透明または半透明」とは、４００ｎｍ～７００ｎｍの波長の窓から、た
とえば１０ミクロンの厚さを有する本発明に従う膜を通して、平均して光の少なくとも２
５％、好ましくは光の５０％を透過する能力をいう。
【００３２】
　化合物（Ｘ）と（Ｙ）との反応生成物は、本発明に従って要求される条件下におけるそ
の存在のおかげで、膜の十分な付着力を確保し、それによって効果的な光保護を許す。そ
の上、光保護膜は、水、発汗および洗いに直面しても十分に留まり続け、また良好な保持
力または長期にわたる持続性を保つ。
【００３３】
　さらにその上、これらの膜は使用後に、こすることによって、たとえば膜のめくれを引
き起こして、または絆創膏のやり方で、取り除くことまたは引き剥がすことが容易である
。
【００３４】
　他の態様では、本発明は、紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波を包含する２８０ｎｍ超の領域
の紫外線放射からケラチン物質、とりわけ皮膚を保護するための化粧品組成物であって、
該化粧品組成物が生理学的に許容される媒体中に
　・　少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　・　少なくとも１の化合物（Ｙ）、
　・　少なくとも１の触媒、および
　・　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が
　　（i）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水
性有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍの紫外線放射を吸収する能力があ
る少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｂ）、ならびに／または少なくとも１の無機
日焼け止め剤（Ｄ）、
　　（ii）　２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫外線放射を同時に吸収す
る能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）、ならびに任意的な無機日焼
け止め剤（Ｄ）、または
　　（iii）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎
水性有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫
外線放射を同時に吸収する能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）かあ
るいは少なくとも１の無機日焼け止め剤（Ｄ）
を含んでおり、該化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１がポリオルガノシロキ
サンであり、かつ当該化合物（Ｘ）および（Ｙ）が当該触媒の存在下においてヒドロシリ
ル化反応によって互いに反応する能力があり、化合物（Ｘ）および（Ｙ）の中の少なくと
も１の化合物がカプセル封入された形態で当該組成物中に存在し、当該触媒が当該化合物
（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１とカプセル封入された形態で一緒にされている
、化粧品組成物を提供する。
【００３５】
　この組成物は、本発明に従う光保護キット中に含められることができる。
【００３６】
　他の態様に従うと、本発明は、紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波の領域を包含する２８０ｎ
ｍ超の領域の紫外線放射からケラチン物質、とりわけ皮膚を保護する方法を提供し、該方
法は当該ケラチン物質に本発明の主題である当該組成物を施与することを含み、当該化合
物（Ｘ）および／または当該化合物（Ｙ）が当該組成物中にカプセル封入された形態で存
在し、該カプセルは当該ケラチン物質への施与後に破壊されることができる。
【００３７】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）
【００３８】
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　本発明に従うキットは、少なくとも１の化合物（Ｘ）および少なくとも１の化合物（Ｙ
）を含んでおり、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１はシリコーン化合物で
あり、これらは下記のように、触媒の存在下においてヒドロシリル化反応によって、縮合
反応によって、または過酸化物の存在下において架橋反応によって反応する能力がある。
好都合には、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、触媒の存在下においてヒドロシリル化反応に
よって膜を形成するような様式で反応する。
【００３９】
　１－触媒の存在下においてヒドロシリル化反応によって反応することができる化合物（
Ｘ）および（Ｙ）
【００４０】
　ヒドロシリル化反応は、少なくとも１の化合物（Ｘ）、少なくとも１の化合物（Ｙ）お
よび少なくとも１の触媒の間で生じる。
【００４１】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、本発明に従うキット内で、第一の組成物中におよび第二
の組成物中にそれぞれ、または当該第一および第二の組成物以外の組成物中にさえも存在
することができる。
【００４２】
　１の特定の実施態様では、化合物（Ｘ）は組成物（Ａ１）中に存在し、かつ化合物（Ｙ
）は組成物（Ａ２）中に存在する。
【００４３】
　他の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、互いに分離して組成物（Ａ３）中に
存在する。
【００４４】
　触媒の存在下においてヒドロシリル化反応によって反応することができる化合物（Ｘ）
と（Ｙ）との反応は、以下のように簡略化された様式で表されることができる。

この式で、Ｗは１以上の不飽和脂肪族基を有する炭素および／またはシリコーン鎖を表す
。
【００４５】
　この場合、化合物（Ｘ）は少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいるシリコーン化合
物から選択されることができる。一例として、化合物（Ｘ）はシリコーン主鎖を含んでい
るポリオルガノシロキサンであることができ、その不飽和脂肪族基は主鎖にペンダントで
あり（側基）、または該化合物の主鎖の末端に位置している（末端基）。本明細書の記載
全体を通して、これらの特定の化合物は、不飽和脂肪族基を有するポリオルガノシロキサ
ンと呼ばれる。
【００４６】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）および／または化合物（Ｙ）は下記のように少なくと
も１の極性基を担っており、これはケラチン物質と少なくとも１の水素結合を形成する能
力がある。この極性基は好都合には、少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいる化合物
（Ｘ）によって担われている。
【００４７】
　極性基
【００４８】
　１の特定の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１、たとえば
化合物（Ｘ）は、ケラチン物質と少なくとも１の水素結合を形成する能力がある少なくと
も１の極性基を担っている。
【００４９】
　極性基は、その化学構造中に炭素原子および水素原子ならびに少なくとも１のヘテロ原
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子（たとえば、Ｏ、Ｎ、ＳおよびＰ）を有する基であり、その結果、当該基はケラチン物
質と少なくとも１の水素結合を形成することができる。
【００５０】
　水素結合を形成する能力がある少なくとも１の基を担っている化合物は、これらを含有
する組成物にケラチン物質への改良された付着力を与えるので、特に好都合である。
【００５１】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１によって担われた１または複数の極性
基は、水素原子を形成する能力があり、かつ電気陰性原子に結合された水素原子か、ある
いは電気陰性原子、たとえば酸素、窒素またはイオウ原子を含んでいる。該基が電気陰性
原子に結合された水素原子を含んでいるときは、該水素原子は、例として他の分子、たと
えばケラチンによって担われた他の電気陰性原子と相互作用して、水素結合を形成するこ
とができる。該基が電気陰性原子を含んでいるときは、該電気陰性原子は、例として他の
分子、たとえばケラチンによって担われた電気陰性原子に結合された水素原子と相互作用
して、水素結合を形成することができる。
【００５２】
　これらの極性基は、好都合には以下の基から選択されることができる。
　－　カルボン酸－ＣＯＯＨ、
　－　アルコール、たとえば－ＣＨ２ＯＨまたは－ＣＨ（Ｒ）ＯＨ（Ｒは１～６の炭素原
子を有するアルキル基である。）、
　－　式－ＮＲ１Ｒ２のアミノ（この式で、同一もしくは異なった基Ｒ１およびＲ２は、
１～６の炭素原子を有するアルキル基を表し、または基Ｒ１およびＲ２のうちの１は水素
原子を表しかつ基Ｒ１およびＲ２のうちの他方は１～６の炭素原子を有するアルキル基を
表す。）、
　－　ピリジノ、
　－　式－ＮＨ－ＣＯＲ'または－ＣＯ－ＮＨ－Ｒ'のアミド（この式で、Ｒ'は水素原子
または１～６の炭素原子を有するアルキル基を表す。）、
　－　以下の式の基から好ましくは選択されたピロリジノ

（この式で、Ｒ１は１～６の炭素原子を有するアルキル基である。）、
　－　式－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－Ｒ'または－ＮＨ－ＣＯ－ＯＲ'のカルバモイル（Ｒ'は上記
の通りである。）、
　－　－Ｏ－ＣＳ－ＮＨ－Ｒ'または－ＮＨ－ＣＳ－ＯＲ'のようなチオカルバモイル（Ｒ
'は上記の通りである。）、
　－　－ＮＲ'－ＣＯ－Ｎ（Ｒ'）２のようなウレニル（同一または異なった基Ｒ'は上記
のようなものである。）、および
　－　－ＮＲ'－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｒ'のようなスルホンアミド（Ｒ'は上記の定義に従う。
）。
【００５３】
　これらの極性基は各化合物（Ｘ）または（Ｙ）の重量当たり好ましくは１０重量％以下
、好ましくは５重量％以下の量で、たとえば１重量％～３重量％の量で存在する。
【００５４】
　１または複数の極性基は、化合物（Ｘ）および／もしくは（Ｙ）の主鎖中に位置するこ
とができ、または化合物（Ｘ）および／もしくは（Ｙ）の主鎖にペンダントであり、また
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は主鎖の末端に位置することができる。
【００５５】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）は、少なくとも２の不飽和脂肪族基、たとえば２もし
くは３のビニルまたはアリル基を含んでいるポリオルガノシロキサンから選択され、該２
もしくは３のビニルまたはアリル基はケイ素原子にそれぞれ結合されている。
【００５６】
　１の好都合な実施態様では、化合物（Ｘ）は、以下の式（I）

のシロキサン単位を含んでいるポリオルガノシロキサンから選択され、この式で、
　－　Ｒは、１～３０の炭素原子、好ましくは１～２０、より好ましくは１～１０の炭素
原子、たとえば短鎖アルキル基、たとえば１～１０の炭素原子を有するもの、より特には
メチル基あるいはフェニル基、好ましくはメチル基を有する一価の、直鎖状または環式の
炭化水素基を表し、
　－　ｍは１または２であり、および
　－　Ｒ'は、
　　○　２～１０、好ましくは３～５の炭素原子を有する不飽和脂肪族炭化水素基、たと
えばビニル基または－Ｒ''－ＣＨ＝ＣＨＲ'''基（この式で、Ｒ''は１～８の炭素原子を
有する二価の炭化水素鎖でありかつケイ素原子に結合されており、またＲ'''は水素原子
または１～４の炭素原子を有するアルキル基、好ましくは水素原子である。Ｒ'基はビニ
ル基およびアリル基およびこれらの混合物を包含する。）、または
　　○　５～８の炭素原子、たとえばシクロヘキセニル基を有する不飽和環式炭化水素基
、
を表す。
【００５７】
　Ｒ'は、好ましくは不飽和脂肪族炭化水素基、好ましくはビニル基である。
【００５８】
　１の実施態様では、Ｒは１～１０の炭素原子を有するアルキル基あるいはフェニル基、
好ましくはメチル基を表し、またＲ'はビニル基である。
【００５９】
　１の特定の実施態様では、ポリオルガノシロキサンは式（II）

の単位も含んでおり、この式で、Ｒは上記のような基であり、ｎは１、２または３である
。
【００６０】
　１の変形では、化合物（Ｘ）は、少なくとも２のエチレン性不飽和を含んでいるシリコ
ーン樹脂であることができ、当該樹脂は化合物（Ｙ）と反応することができる。たとえば
、不飽和反応性の－ＣＨ＝ＣＨ２末端基をそれ自体担っているところのＭＱまたはＭＴの
タイプの樹脂が挙げられることができる。
【００６１】
　これらの樹脂は、架橋されたオルガノシロキサンポリマーである。
【００６２】
　シリコーン樹脂の命名法は「ＭＤＴＱ」の名称下に知られており、該樹脂はそれが含ん
でいる様々なシロキサンモノマー単位の関数として記述され、「ＭＤＴＱ」の文字のそれ
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ぞれは１のタイプの単位の特性を示す。すなわち、
　・　文字Ｍは式（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２の単官能単位を表し、ケイ素原子はこの単位
を含んでいるポリマー中の一個の酸素原子に結合されている。
　・　文字Ｄは２官能単位（ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２を意味し、この中のケイ素原子は２
の酸素原子に結合されている。
　・　文字Ｔは式（ＣＨ３）ＳｉＯ３／２の３官能単位を表し、この中のケイ素原子は３
の酸素原子に結合されている。
【００６３】
　上記の単位Ｍ、ＤおよびＴにおいて、メチル基のうちの少なくとも１はメチル基以外の
基Ｒ、たとえば２～１０の炭素原子を有する炭化水素基（とりわけアルキル）またはフェ
ニル基あるいはヒドロキシル基によって置換されることができる。
　・　文字Ｑは４官能単位ＳｉＯ４／２を意味し、この中のケイ素原子は、それ自体ポリ
マーの残部に結合されているところの４の水素原子に結合されている。このような樹脂の
例はＭＴシリコーン樹脂、たとえばＧｅｌｅｓｔ社によってＳＳＴ－３ＰＶ１の名称下に
販売されているようなポリ（フェニルビニルシルセスキオキサン）を含む。
【００６４】
　化合物（Ｘ）は、好ましくは不飽和脂肪族基０．０１重量％～１重量％を有する。
【００６５】
　好都合には、化合物（Ｘ）は、ポリオルガノポリシロキサン、とりわけ上記のシロキサ
ン単位（I）および任意的なシロキサン単位（II）を含んでいるものから選択される。
【００６６】
　化合物（Ｙ）は、好ましくは少なくとも２の遊離型のＳｉ－Ｈ基（ヒドロシラン基）を
含んでいる。
【００６７】
　化合物（Ｙ）は、好都合には以下の式（III）

の少なくとも１のアルキルヒドロシロキサン単位を含んでいるポリオルガノシロキサンか
ら選択されることができ、この式で、
　－Ｒは、一価でない直鎖状または環式の、１～３０の炭素原子を有する炭化水素基、た
とえば１～３０の炭素原子、好ましくは１～２０、より好ましくは１～１０の炭素原子を
有するアルキル基、より特にはメチル基、あるいはフェニル基を表し、ｐは１または２で
ある。Ｒは好ましくは炭化水素基、好ましくはメチルである。
【００６８】
　アルキルヒドロシロキサン単位を有するこれらのポリオルガノシロキサン化合物（Ｙ）
は、さらに上記の式（II）の単位を含んでいることができる。
【００６９】
　化合物（Ｙ）は、上記のＭ、Ｄ、Ｔ、およびＱの単位から選択された少なくとも１の単
位を含んでおりかつ少なくとも１のＳｉ－Ｈ基を含んでいるシリコーン樹脂、たとえばＧ
ｅｌｅｓｔ社によってＳＳＴ－３ＭＨ１．１の名称下に販売されているポリ（メチルヒド
リドシルセスキオキサン）であることができる。
【００７０】
　これらのポリオルガノシロキサン化合物（Ｙ）は、好ましくはＳｉ－Ｈ基０．５重量％
～２．５重量％を有する。
【００７１】
　好都合には、基Ｒは上記の式（I）、（II）、（III）においてメチル基を表す。
【００７２】
　これらのポリオルガノシロキサン（Ｙ）は、好ましくは式（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２の
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末端基を含んでいる。
【００７３】
　好都合には、ポリオルガノシロキサン（Ｙ）は、式－（Ｈ３Ｃ）（Ｈ）ＳｉＯ－の少な
くとも２のアルキルヒドロシロキサン単位を含んでおり、また任意的に－（Ｈ３Ｃ）２Ｓ
ｉＯ－単位を含んでいる。
【００７４】
　ヒドロシラン基を有するこの種類のポリオルガノシロキサン化合物（Ｙ）は、たとえば
欧州特許第４６５７４４号の文献に記載されている。
【００７５】
　１の変形では、化合物（Ｘ）は有機のオリゴマーもしくはポリマー（有機化合物は、そ
の主鎖がシリコーン鎖ではないものであり、ケイ素原子を有しない化合物が優先される。
）または有機／シリコーンの混成のポリマーもしくはオリゴマーから選択され、当該オリ
ゴマーまたはポリマーは少なくとも２の反応性不飽和脂肪族基を担っており、かつ化合物
（Ｙ）はヒドロシラン基を有する上述のポリオルガノシロキサン（Ｙ）から選択される。
【００７６】
　１の実施態様では、少なくとも２の反応性不飽和脂肪族基を担っている有機のまたは有
機／シリコーン混成の化合物（Ｘ）は、上記の少なくとも１の極性基を担っている。
【００７７】
　化合物（Ｘ）は、本質において有機である場合には、ビニルおよびメタ（アクリル）の
ポリマーもしくはオリゴマー、ポリエステル、ポリウレタンおよび／もしくはポリ尿素、
ポリエーテル、パーフルオロポリエーテル、ポリオレフィン、たとえばポリブテンおよび
ポリイソブチレン、デンドリマーもしくは超分枝有機ポリマー、またはこれらの混合物か
ら選択されることができる。
【００７８】
　より特には、有機ポリマーまたは混成ポリマーの有機部分は、以下のポリマーから選択
されることができる。
【００７９】
　ａ）　エチレン性不飽和ポリエステル、
【００８０】
　これは、少なくとも２のエチレン性二重結合をそのポリマーの主鎖中の任意の場所に分
配させているところのポリエステルタイプのポリマーの一群である。これらの不飽和ポリ
エステルは以下の各項の混合物の重縮合によって得られる。
　・　直鎖状または環式の、脂肪族または脂環式のジカルボン酸、特に３～５０の炭素原
子、好ましくは３～２０、より好ましくは３～１０の炭素原子を有するもの、たとえばア
ジピン酸もしくはセバシン酸、芳香族ジカルボン酸、特に８～５０の炭素原子、好ましく
は８～２０、より好ましくは８～１４の炭素原子を有するもの、たとえばフタル酸、特に
テレフタル酸、および／またはエチレン性不飽和を有する脂肪酸の二量体から得られたジ
カルボン酸、たとえばオレイン酸もしくはリノール酸の二量体であって、欧州特許出願公
開第９５９０６６号（段落［００２１］）に記載され、Ｕｎｉｃｈｅｍａ社によってＰｒ
ｉｐｏｌ（商標）もしくはＨｅｎｋｅｌ社によってＥｍｐｏｌ（商標）の名称下に販売さ
れているもの（これらの二塩基酸のすべてが必ずしも重合性エチレン性二重結合を有して
いるわけではない。）、
　・　直鎖状または環式の、脂肪族または脂環式のジオール、特に２～５０の炭素原子、
好ましくは２～２０、より好ましくは２～１０の炭素原子を有するもの、たとえばエチレ
ングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、１，４－ブタンジオール
もしくはシクロヘキサンジメタノール、６～５０の炭素原子、好ましくは６～２０、より
好ましくは６～１５の炭素原子を有する芳香族ジオール、たとえばビスフェノールＡおよ
びビスフェノールＢ、および／または上記の脂肪酸の二量体の還元から得られたジオール
二量体、および
　・　２の二重結合を有する少なくとも１のジカルボン酸もしくはその酸無水物、または
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それぞれが少なくとも１の重合性エチレン性二重結合を有する少なくとも２のジカルボン
酸もしくは酸無水物であって、３～５０の炭素原子、好ましくは３～２０、より好ましく
は３～１０の炭素原子を有するもの、たとえばマレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸ま
たはイタコン酸。
【００８１】
　ｂ）　（メタ）アクリレート側基および／または末端基を有するポリエステル、
【００８２】
　これは、以下の各項の混合物の重縮合によって得られるポリエステルタイプのポリマー
の一群である。
　・　直鎖状または分枝状の、脂肪族または脂環式のジカルボン酸、特に３～５０の炭素
原子、好ましくは３～２０、より好ましくは３～１０の炭素原子を有するもの、たとえば
アジピン酸もしくはセバシン酸、芳香族ジカルボン酸、特に８～５０の炭素原子、好まし
くは８～２０、より好ましくは８～１４の炭素原子を有するもの、たとえばフタル酸、特
にテレフタル酸、および／またはエチレン性不飽和を有する脂肪酸の二量体から得られた
ジカルボン酸、たとえばオレイン酸もしくはリノール酸の二量体であって、欧州特許出願
公開第９５９０６６号（段落［００２１］）に記載され、Ｕｎｉｃｈｅｍａ社によってＰ
ｒｉｐｏｌ（商標）もしくはＨｅｎｋｅｌ社によってＥｍｐｏｌ（商標）の名称下に販売
されているもの（これらの二塩基酸のすべてが必ずしも重合性エチレン性二重結合を有し
ているわけではない。）、
　・　直鎖状または分枝状の、脂肪族または脂環式のジオール、特に２～５０の炭素原子
、好ましくは２～２０、より好ましくは２～１０の炭素原子を有するもの、たとえばエチ
レングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、１，４－ブタンジオー
ルもしくはシクロヘキサンジメタノール、６～５０の炭素原子、好ましくは６～２０、よ
り好ましくは６～１５の炭素原子を有する芳香族ジオール、たとえばビスフェノールＡお
よびビスフェノールＢ、および
　・　（メタ）アクリル酸と、２～２０の炭素原子、好ましくは２～６の炭素原子を有す
るジオールまたはポリオールとの少なくとも１のエステル、たとえば２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートおよびグリセロ
ールメタクリレート。
【００８３】
　これらのポリエステルは、エチレン性二重結合が主鎖の中ではなくて主鎖の側基上およ
び／または末端に位置している点において、上記のセクションａ）に記載されたものとは
異なっている。これらのエチレン性二重結合は、ポリマー中に存在する（メタ）アクリレ
ート基のものである。
【００８４】
　この種類のポリエステルは、たとえばＵＣＢ社によってＥｂｅｃｒｙｌ（商標）の名称
下に販売されている（Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）４５０：モル質量１６００、分子当たり平
均して６のアクリレート官能基、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）６５２：モル質量１５００、分
子当たり平均して６のアクリレート官能基、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）８００：モル質量７
８０、分子当たり平均して４のアクリレート官能基、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）８１０：モ
ル質量１０００、分子当たり平均して４のアクリレート官能基、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）
５００００：モル質量１５００、分子当たり平均して６のアクリレート官能基）。
【００８５】
　ｃ）　以下の各項のものの重縮合によって得られる、（メタ）アクリレート基を有する
ポリウレタンおよび／またはポリ尿素、
　・　脂肪族、脂環式および／または芳香族のジイソシアネート、トリイソシアネートお
よび／またはポリイソシアネート、特に４～５０の炭素原子、好ましくは４～３０の炭素
原子を有するもの、たとえばヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネ
ート、トルエンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネートまたはジイソシア
ネートＯＣＮ－Ｒ－ＮＣＯの３分子の三量化から得られる式
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のイソシアヌレート（この式で、Ｒは２～３０の炭素原子を有する直鎖状、分枝状または
環式の炭化水素基である。）、
　・　ポリオール、とりわけジオールであって、重合性エチレン性不飽和を有しないもの
、たとえば１，４－ブタンジオール、エチレングリコールもしくはトリメチロールプロパ
ン、および／またはポリアミン、とりわけ脂肪族ジアミン、脂環式ジアミン、芳香族ジア
ミンおよびこれらの混合物から選択されたものであって、当該ポリアミンがとりわけ３～
５０の炭素原子を有するもの、たとえばエチレンジアミンもしくはヘキサメチレンジアミ
ン、および
　・　（メタ）アクリル酸と、２～２０の炭素原子、好ましくは２～６の炭素原子を有す
るジオールまたはポリオールとの少なくとも１のエステル、たとえば２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートまたはグリセロ
ールメタクリレート。
【００８６】
　アクリレート基を有するこの種類のポリウレタン／ポリ尿素は、たとえばＣｒａｙ　Ｖ
ａｌｌｅｙ社によってＳＲ　３６８（トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート
トリアクリレート）もしくはＣｒａｙｎｏｒ（商標）４３５の名称下に、またはＵＣＢ社
によってＥｂｅｃｒｙｌ（商標）の名称下に販売されている（Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）２
１０：モル質量１５００、分子当たりアクリレート官能基２、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）２
３０：モル質量５０００、分子当たりアクリレート官能基２、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）２
７０：モル質量１５００、分子当たりアクリレート官能基２、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）８
４０２：モル質量１０００、分子当たりアクリレート官能基２、ＥＢＥＣＲＹＬ（商標）
８８０４：モル質量１３００、分子当たりアクリレート官能基２、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標
）２２０：モル質量１０００、分子当たりアクリレート官能基６、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標
）２２２０：モル質量１２００、分子当たりアクリレート官能基６、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商
標）１２９０：モル質量１０００、分子当たりアクリレート官能基６、Ｅｂｅｃｒｙｌ（
商標）８００：モル質量８００、分子当たりアクリレート官能基６）。
【００８７】
　Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）２０００、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）２００１およびＥｂｅｃｒ
ｙｌ（商標）２００２の名称下に販売されている水溶性脂肪族ポリウレタンジアクリレー
ト、ならびにＵＣＢ社によってＩＲＲ（商標）３９０、ＩＲＲ（商標）４００、ＩＲＲ（
商標）４２２およびＩＲＲ（商標）４２４の商品名下に販売されている水性分散物として
のポリウレタンジアクリレートも挙げられることができる。
【００８８】
　ｄ）　（メタ）アクリル酸による、Ｃ１～４アルキレングリコールのホモポリマーまた
はコポリマー、たとえばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、エチレン
オキサイドとプロピレンオキサイドとのコポリマーであって、好ましくは重量平均分子量
１００００未満を有するもの、およびポリエトキシル化またはポリプロポキシル化トリメ
チロールプロパンの末端ヒドロキシル基のエステル化によって得られる、（メタ）アクリ
レート基を有するポリエーテル。
【００８９】
　適当なモル質量のポリオキシエチレンジ（メタ）アクリレートが、たとえばＣｒａｙ　
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Ｖａｌｌｅｙ社によってＳＲ　２５９、ＳＲ　３４４、ＳＲ　６１０、ＳＲ　２１０、Ｓ
Ｒ　６０３およびＳＲ　２５２の名称下に、またはＵＣＢ社によってＥｂｅｃｒｙｌ（商
標）１１の名称下に販売されている。ポリエトキシル化トリメチロールプロパントリアク
リレートは、たとえばＣｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ社によってＳＲ　４５４、ＳＲ　４９８、
ＳＲ　５０２、ＳＲ　９０３５、ＳＲ　４１５の名称下に、またはＵＣＢ社によってＥｂ
ｅｃｒｙｌ（商標）１６０の名称下に販売されている。ポリプロポキシル化トリメチロー
ルプロパントリアクリレートは、たとえばＣｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ社によってＳＲ　４９
２およびＳＲ　５０１の名称下に販売されている。
【００９０】
　ｅ）　以下の各項のものを反応させることによって得られるエポキシアクリレート、
　・　たとえば、以下から選択された少なくとも１のジエポキシド
　　（i）　ビスフェノールＡジグリシジルエーテル、
　　（ii）　ビスフェノールＡジグリシジルエーテルとエピクロロヒドリンとの反応から
得られたジエポキシ樹脂、
　　（iii）　３～５０の炭素原子を有するジカルボン酸と化学量論的過剰量の（i）およ
び／または（ii）との縮合から得られた、α，ω－ジエポキシ末端を有するエポキシエス
テル樹脂、
　　（iv）　３～５０の炭素原子を有するジオールと化学量論的過剰量の（i）および／
または（ii）との縮合から得られた、α，ω－ジエポキシ末端を有するエポキシエーテル
樹脂、
　　（v）　少なくとも２のエポキシド基を担っている天然または合成油、たとえばエポ
キシ化大豆油、エポキシ化アマニ油およびエポキシ化ベルノニア油、
　　（vi）　フェノール－ホルアルデヒド重縮合物（Ｎｏｖｏｌａｃ（商標）樹脂）であ
って、その末端基および／または側基がエポキシ化されているもの、
および
　・　カルボキシル基に対してα，βに位置する少なくとも１のエチレン性二重結合を有
する１以上のカルボン酸またはポリカルボン酸、たとえば（メタ）アクリル酸またはクロ
トン酸または（メタ）アクリル酸と２～２０の炭素原子、好ましくは２～６の炭素原子を
有するジオールもしくはポリオールとのエステル、たとえば２－ヒドロキシエチル（メタ
）アクリレート。
【００９１】
　この種類のポリマーは、たとえばＣｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ社によってＳＲ　３４９、Ｓ
Ｒ　６０１、ＣＤ　５４１、ＳＲ　６０２、ＳＲ　９０３６、ＳＲ　３４８、ＣＤ　５４
０、ＳＲ　４８０、ＣＤ　９０３８の名称下に、ＵＣＢ社によってＥｂｅｃｒｙｌ（商標
）６００およびＥｂｅｃｒｙｌ（商標）６０９、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）１５０、Ｅｂｅ
ｃｒｙｌ（商標）８６０、Ｅｂｅｃｒｙｌ（商標）３７０２の名称下に、ならびにＨｅｎ
ｋｅｌ社によってＰｈｏｔｏｍｅｒ（商標）３００５およびＰｈｏｔｏｍｅｒ（商標）３
０８２の名称下に販売されている。
【００９２】
　ｆ）　側鎖および／または末端の炭化水素鎖によって担われたエチレン性二重結合を有
する、少なくとも２の官能基を有するポリＣ１～５０アルキル（メタ）アクリレート（当
該アルキルは直鎖状、分枝状または環式である。）、
【００９３】
　この種類のポリマーは、たとえばＵＣＢ社によってＩＲＲ（商標）３７５、ＯＴＡ（商
標）４８０およびＥｂｅｃｒｙｌ（商標）２０４７の名称下に販売されている。
【００９４】
　ｇ）　ポリオレフィン、たとえばポリブテンおよびポリイソブチレン、
【００９５】
　ｈ）　ヒドロキシル側基および／または末端基を担っているパーフルオロポリエーテル
の、たとえば（メタ）アクリル酸によるエステル化によって得られる、アクリレート基を
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有するパーフルオロポリエーテル、
【００９６】
　この種類のα，ω－ジオールパーフルオロポリエーテルは、とりわけ欧州特許出願公開
第１０５７８４９号に記載されており、Ａｕｓｉｍｏｎｔ社によってＦｏｍｂｌｉｎ（商
標）Ｚ　Ｄｉｏｌの名称下に販売されている。
【００９７】
　ｉ）　（メタ）アクリル酸を使用して、末端ヒドロキシル官能基または末端アミノ官能
基を有するデンドリマーおよび超分枝ポリマーを、それぞれエステル化またはアミド化す
ることによって得られた、末端（メタ）アクリレート基または末端（メタ）アクリルアミ
ド基を担っているデンドリマーおよび超分枝ポリマー、
【００９８】
　デンドリマーとは、「樹枝状の」ポリマー分子、言い換えれば高度に分枝されたポリマ
ー分子であり、Ｄ．Ａ．Ｔｏｍａｌｉａおよび彼のチームによって１９９０年代の初めに
発明された（Ｄｏｎａｌｄ　Ａ．Ｔｏｍａｌｉａら、Ａｎｇｅｗａｎｄｔｅ　Ｃｈｅｍｉ
ｅ、Ｉｎｔ．Ｅｎｇｌ．Ｅｄ．、第２９巻、第２号、１３８～１７５ページ）。これは一
般に多官能性の中心単位のまわりに構築された構造体である。この中心単位のまわりに明
確な構造に従って鎖状に配置されているのは、分枝された連鎖延長単位であり、このよう
にしてこれは単分散性の対称性を有する高分子を生じさせ、これは明確な化学的および立
体化学的な構造を有する。ポリアミドアミンデンドリマーは、たとえばＤｅｎｄｒｉｔｅ
ｃｈ社によってＳｔａｒｂｕｒｓｔ（商標）の名称下に販売されている。
【００９９】
　超分枝ポリマーとは、一般に多官能性モノマーから得られたポリエステル、ポリアミド
またはポリエチレンアミンのタイプの重縮合物であり、デンドリマーの樹枝状構造に類似
するがこれよりもはるかに低度に規則的な樹枝状構造を有している（たとえば、国際公開
第９３／１７０６０号および国際公開第９６／１２７５４号を参照せよ。）。
【０１００】
　Ｐｅｒｓｔｏｒｐ社は、Ｂｏｌｔｏｒｎ（商標）の名称下に超分枝ポリエステルを販売
している。超分枝ポリエチレンアミンは、Ｄｅｎｄｒｉｔｅｃｈ社からＣｏｍｂｕｒｓｔ
（商標）の名称下に見つけられる。ヒドロキシル末端を有する超分枝ポリ（エステルアミ
ド）は、ＤＳＭ社によってＨｙｂｒａｎｅ（商標）の名称下に販売されている。
【０１０１】
　アクリル酸および／もしくは（メタ）アクリル酸によってエステル化されまたはアミド
化されたこれらのデンドリマーおよび超分枝ポリマーは、上記のセクションａ）～ｈ）に
記載されたポリマーとは、存在するエチレン性二重結合が非常に多数である点において異
なっている。ほとんどの場合５よりも大きいこの高い官能基数は、これらのデンドリマー
および超分枝ポリマーを特に有用にし、これらが「架橋結節点」として、言い換えれば多
重架橋点として作用することを許す。
【０１０２】
　したがって、上記のａ）～ｈ）のポリマーおよび／またはオリゴマーと組み合わせて、
これらのデンドリマー状および超分枝状ポリマーを使用することが可能である。
【０１０３】
　１ａ－追加的な反応性化合物
【０１０４】
　本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物は、さらに少なくとも１の
追加的な上記の反応性化合物を含んでいることができる。
【０１０５】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）はさらに少なくとも１
の追加的な反応性化合物を含んでいることができ、かつ／あるいは上記の本発明に従うキ
ットの組成物（Ａ２）はさらに少なくとも１の追加的な反応性化合物を含んでいることが
できる。
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【０１０６】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの当該組成物（Ａ３）は、さらに少なく
とも１の追加的な反応性化合物を含んでいることができる。
【０１０７】
　追加的な反応性化合物は、以下のものを包含する。
　－　その表面上に少なくとも２の不飽和脂肪族基を含んでいる有機または無機粒子、例
として、たとえばビニル基を有するシリコーン化合物で表面処理されたシリカ、たとえば
シクロテトラメチルテトラビニルシロキサン処理されたシリカ、
　－　シラザン化合物、たとえばヘキサメチルジシラザン。
【０１０８】
　１ｂ－触媒
【０１０９】
　ヒドロシリル化反応は、同一の組成物中の化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくと
もどちらかとともに存在することができる触媒の存在下において、または化合物（Ｘ）お
よび（Ｙ）を含有しているもしくは含有していない組成物中に分離して存在することがで
きる触媒の存在下において起きる。
【０１１０】
　したがって、本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物、たとえば化
合物（Ｘ）および（Ｙ）をそれぞれ含んでいる組成物は、さらに少なくとも１の下記の触
媒を含んでいることができる。
【０１１１】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）はさらに少なくとも１
の化合物（Ｘ）、少なくとも１の触媒、および追加的な任意的な反応性化合物を含んでい
ることができ、かつ／あるいは上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ２）はさらに少な
くとも１の化合物（Ｙ）、少なくとも１の触媒、および追加的な任意的な反応性化合物を
含んでいることができる。
【０１１２】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ３）は、化合物（Ｘ）およ
び（Ｙ）に加えて、少なくとも１の触媒、および少なくとも１の追加的な任意的な反応性
化合物を含んでいることができるが、化合物（Ｘ）、（Ｙ）のうちの少なくとも１および
触媒はカプセル封入された形態をしている。
【０１１３】
　１の特別な実施態様では、２の化合物（Ｘ）および（Ｙ）の相互作用を触媒が開始する
ことを要求されており、これらの化合物が組成物（Ａ３）中にカプセル封入されていない
形態で存在するならば、該触媒はこの同一の組成物中にカプセル封入された形態で存在す
ることができ、または逆に、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１が組成物（
Ａ３）中にカプセル封入された形態で存在するならば、触媒はこの同一の組成物中にカプ
セル封入されていない形態で存在することができる。
【０１１４】
　他の実施態様では、触媒は本発明に従うキットの組成物（Ａ４）中に含められ、当該組
成物は化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含んでいない。
【０１１５】
　触媒は好ましくは白金またはスズに基づいている。その例は、シリカゲル担体上にまた
は木炭粉担体、塩化白金、白金塩および塩化白金酸上に堆積された、白金に基づいた触媒
を含む。
【０１１６】
　六水和物または無水の形態、すなわち有機シリコーン媒体中に容易に分散可能である形
態をした塩化白金酸を使用することが好まれる。
【０１１７】
　白金錯体、たとえば塩化白金酸六水和物およびジビニルテトラメチルジシロキサンに基
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づいたものも挙げられることができる。
【０１１８】
　触媒は、それを含んでいる組成物の合計重量当たり０．０００１重量％～２０重量％の
量で存在することができる。
【０１１９】
　化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、重合禁止剤または遅延剤と、より特には触媒に
対する遅延剤と一緒にされることができる。限定するものではないが、環式ポリメチルビ
ニルシロキサン、およびとりわけテトラビニルテトラメチルシクロテトラシロキサン、お
よびアセチレン性アルコール、好ましくは揮発性アルコール、たとえばメチルイソブチノ
ールが挙げられることができる。
【０１２０】
　イオン性塩、たとえば酢酸ナトリウムの存在は化合物（Ｘ）および（Ｙ）の重合速度に
影響を与えることができる。
【０１２１】
　触媒の存在におけるヒドロシリル化によって反応する化合物（Ｘ）および（Ｙ）の組み
合わせの例として、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によって提供される以下の照会名のもの、
すなわちＤＣ　７－９８００ソフトスキン粘着剤部材ＡおよびＢが挙げられることができ
る。
【０１２２】
　好都合には、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、触媒の存在下においてヒドロシリル化によ
って反応する能力があるシリコーン化合物から選択され、より特には化合物（Ｘ）は式（
I）の単位を有する上記のポリオルガノシロキサンから選択され、かつ化合物（Ｙ）は式
（III）のアルキルヒドロシロキサン単位を有する上記のオルガノシロキサンから選択さ
れる。
【０１２３】
　１の特定の実施態様では、化合物（Ｘ）はビニル末端基を有するポリジメチルシロキサ
ンであり、かつ化合物（Ｙ）はポリメチルヒドロシロキサンである。
【０１２４】
　２－縮合によって反応することができる化合物（Ｘ）および（Ｙ）
【０１２５】
　縮合反応は、少なくとも１の化合物（Ｘ）、少なくとも１の化合物（Ｙ）および少なく
とも１の任意的な触媒の間で起きる。
【０１２６】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、本発明に従うキット内でそれぞれ、第一の組成物および
第二の組成物中に、または当該第一および第二の組成物以外の組成物中にさえも存在する
ことができる。
【０１２７】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）は少なくとも１の任意的な触媒とともに本発明に従う
キットの組成物（Ａ１）中に存在し、かつ化合物（Ｙ）は少なくとも１の任意的な触媒と
ともに本発明に従うキットの組成物（Ａ２）中に存在する。
【０１２８】
　他の実施態様では、互いに別々の化合物（Ｘ）および（Ｙ）、ならびに少なくとも１の
任意的な触媒は本発明に従うキットの組成物（Ａ３）中に存在し、但し化合物（Ｘ）およ
び（Ｙ）のうちの少なくとも１はカプセル封入された形態をしている。
【０１２９】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、水の存在下において（加水分解）、アルコキシシラン基
を担っている２の化合物の反応によってか、あるいはいわゆる直接縮合によって、１以上
のアルコキシシラン基を担っている化合物と１以上のシラノール基を担っている化合物と
の反応によって、もしくは１以上のシラノール基を担っている２の化合物の反応によって
、縮合によって反応することができる。
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【０１３０】
　水の存在下において縮合が起きるときには、その水はより特には環境湿分、睫毛の残留
水、または外部源によって、たとえばケラチン物質の予備湿潤化によって（たとえば、ア
トマイザーまたは自然もしくは人工の涙によって）もたらされた水であることができる。
【０１３１】
　この様式の縮合反応では、かくして化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、同一または異なった
ものであり、その主鎖が少なくとも２のアルコキシシラン基および／または少なくとも２
のシラノール（Ｓｉ－ＯＨ）基を含んでいるシリコーン化合物から選択されることができ
、該少なくとも２のアルコキシシラン基および／または少なくとも２のシラノール（Ｓｉ
－ＯＨ）基は側基および／または鎖末端基である。
【０１３２】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）および／または化合物（Ｙ）は、上記の少なくとも１
の極性基を担っており、これは、ケラチン物質、より特には皮膚と少なくとも１の水素結
合を形成する能力がある。
【０１３３】
　１の好都合な実施態様では、化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、少なくとも２のア
ルコキシシラン基を含んでいるポリオルガノシロキサンから選択される。アルコキシシラ
ン基とは少なくとも１の部分－Ｓｉ－ＯＲを含んでいる基であり、Ｒは１～６の炭素原子
を有するアルキル基である。
【０１３４】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、とりわけアルコキシシラン末端基を含んでいるポリオル
ガノシロキサン、より特には少なくとも２の末端アルコキシシラン基、好ましくは末端ト
リアルコキシシラン基を含んでいるものから選択される。
【０１３５】
　これらの化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、同一または異なったものであり、好ま
しくは式（IV）

の単位を主に含んでおり、この式で、基Ｒ９は互いに独立に１～６の炭素原子を有するア
ルキル基、フェニル基およびフルオロアルキル基から選択された基を表し、ｓは０、１、
２または３である。好ましくは、基Ｒ９は互いに独立に１～６の炭素原子を有するアルキ
ル基を表す。アルキル基として、特にメチル、プロピル、ブチル、ヘキシル、およびこれ
らの混合物、好ましくはメチルまたはエチルが挙げられることができる。フルオロアルキ
ル基として、３，３，３－トリフルオロプロピルが挙げられることができる。
【０１３６】
　１の特定の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、同一または異なったものであ
り、式（V）

の単位を含んでいるポリオルガノシロキサンであり、この式で、Ｒ９は上記の通りであり
、好ましくはＲ９はメチル基であり、かつｆは、ポリマーが好都合に２５℃における粘度
０．５～３０００Ｐａ・秒、好ましくは５～１５０Ｐａ・秒を有するようなものであり、
たとえばｆは２～５０００、好ましくは３～３０００、より好ましくは５～１０００であ
ることができ、これらの端点も含まれる。
【０１３７】
　これらのポリオルガノシロキサン化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、ポリマー分子
当たり少なくとも２の末端トリアルコキシシラン基を含んでおり、当該基は以下の式（VI
）
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を有し、この式で、
　－基Ｒは、互いに独立にメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、
２級ブチル、またはイソブチル基から選択され、好ましくはメチルまたはエチルであり、
　－Ｒ１はメチルまたはエチル基であり、
　－ｘは０または１、好ましくは０であり、かつ
　－Ｚは、エチレン性不飽和を有さずかつ１～１８の炭素原子、好ましくは２～１８の炭
素原子を有する二価炭化水素基（アルキレン基）、二価炭化水素基と以下の式（IX）

のシロキサンセグメントとの組み合わせから選択され、この式で、Ｒ９は上記の通りであ
り、Ｇは、エチレン性不飽和を有さずかつ１～１８の炭素原子、好ましくは２～１８の炭
素原子を有する二価炭化水素基であり、ｃは１～６の整数である。
【０１３８】
　ＺおよびＧは、とりわけアルキレン基、たとえばメチレン、エチレン、プロピレン、ブ
チレン、ペンチレンおよびヘキシレンから、ならびにアリーレン基、たとえばフェニレン
から選択されることができる。
【０１３９】
　Ｚは、好ましくはアルキレン基、より好ましくはエチレンである。
【０１４０】
　これらのポリマーは、分子当たり平均して少なくとも１．２のトリアルコキシシラン末
端基または末端トリアルコキシシラン鎖、好ましくは分子当たり平均して少なくとも１．
５のトリアルコキシシラン末端基を有することができる。これらのポリマーは分子当たり
少なくとも１．２のトリアルコキシシラン末端基を有することができるので、これらのう
ちのあるものは、他のタイプの末端基、たとえば式ＣＨ２＝ＣＨ－ＳｉＲ９

２－または式
Ｒ６

３－Ｓｉ－の末端基を含んでいることができ、これらの式で、Ｒ９は上記の通りであ
り、それぞれの基Ｒ６は独立にＲ９またはビニルから選択される。このような末端基の例
は、トリメトキシシラン、トリエトキシシラン、ビニルジメトキシシランおよびビニルメ
チルオキシフェニルシラン基を含む。
【０１４１】
　この種類のポリマーは、とりわけ米国特許第３１７５９９３号、米国特許第４７７２６
７５号、米国特許第４８７１８２７号、米国特許第４８８８３８０号、米国特許第４８９
８９１０号、米国特許第４９０６７１９号および米国特許第４９６２１７４号の文献に記
載されており、これらの内容は本明細書に引用によって取り込まれる。
【０１４２】
　化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、より特には式（VII）
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のポリマーから選択されたポリオルガノシロキサンを含み、この式で、Ｒ、Ｒ１、Ｒ９、
Ｚ、ｘおよびｆは上記の通りである。
【０１４３】
　化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、上記の式（VII）のポリマーと下記の式（VIII
）

のポリマーとの混合物を含んでいることもでき、この式で、Ｒ、Ｒ１、Ｒ９、Ｚ、ｘおよ
びｆは上記の通りである。
【０１４４】
　１以上のアルコキシシラン基を有するポリオルガノシロキサン化合物（Ｘ）および／ま
たは（Ｙ）がこの種類の混合物を含んでいるときは、様々なポリオルガノシロキサンは、
末端オルガノシリル基が末端鎖の数当たり４０％未満、好ましくは２５％未満を占めるよ
うな量で存在する。
【０１４５】
　特に好まれるポリオルガノシロキサン化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、上記の式
（VII）のものである。この種類の化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）は、たとえば国際
公開第０１／９６４５０号の文献に記載されている。
【０１４６】
　上により早い段階で示したように、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は同一でも異なっていて
もよい。
【０１４７】
　特に、化合物（Ｘ）および（Ｙ）はメトキシシラン基を有するポリジメチルシロキサン
の混合物を表すことができる。
【０１４８】
　１の変形では、２の反応性化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの一方はシリコーン化合物
であり、他方は有機化合物である。たとえば、化合物（Ｘ）は有機オリゴマーもしくはポ
リマーまたは有機／シリコーン混成オリゴマーもしくはポリマーから選択され、当該ポリ
マーまたはオリゴマーは少なくとも２のアルコキシシラン基を含んでおり、かつ（Ｙ）は
シリコーン化合物、たとえば上記のポリオルガノシロキサンから選択される。より特には
、有機オリゴマーまたはポリマーは、ビニルおよび（メタ）アクリルオリゴマーまたはポ
リマー、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタンおよび／またはポリ尿素、ポリエーテ
ル、ポリオレフィン、パーフルオロポリエーテル、デンドリマーおよび超分枝有機ポリマ
ーならびにこれらの混合物から選択される。
【０１４９】
　１の実施態様では、有機化合物（Ｘ）または有機／シリコーン混成化合物（Ｘ）は、上
記のように少なくとも１の極性基を担っており、これはケラチン物質、より特には皮膚と
少なくとも１の水素結合を形成することができる。
【０１５０】
　アルコキシシラン側基を担っている、ビニルまたは（メタ）アクリルのタイプの有機ポ
リマーは特に、少なくとも１の有機ビニルまたは（メタ）アクリルモノマーと、（メタ）
アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルト
リエトキシシラン、アリルトリメトキシシラン等との共重合によって得られることができ
る。
【０１５１】
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　たとえば、Ｋｕｓａｂｅ．Ｍ．、Ｐｉｔｔｕｒｅ　ｅ　Ｖｅｒｎｉｃｉ－Ｅｕｒｏｐｅ
ａｎ　Ｃｏａｔｉｎｇ、２００５年、第１２－Ｂ巻、４３～４９ページの文献に記載され
た（メタ）アクリルポリマー、およびとりわけ、カネカ社からのＭＡＸとしてまたはＰｒ
ｏｂｓｔｅｒ，Ｍ．、Ａｄｈｅｓｉｏｎ－Ｋｌｅｂｅｎ　＆　Ｄｉｃｈｔｅｎ、２００４
年、第４８１巻、第１－２号、１２～１４ページの刊行物に記載されものとして特定され
る、アルコキシシラン基を有するポリアクリレートが挙げられることができる。
【０１５２】
　重縮合または重付加から得られる有機ポリマー、たとえばポリエステル、ポリアミド、
ポリウレタンおよび／またはポリ尿素、ポリエーテルであって、アルコキシシラン側基お
よび／または末端基を担っているものは、たとえば上記のオリゴマー性プレポリマーと、
少なくとも１のアルコキシシラン基を担っている以下のシラン共反応物、すなわちアミノ
プロピルトリメトキシシラン、アミノプロピルトリエトキシシラン、アミノエチルアミノ
プロピルメトキシシラン、グリシジルオキシプロピルトリメトキシシラン、グリシジルオ
キシプロピルトリエトキシシラン、エポキシシクロヘキシルエチルトリメトキシシラン、
メルカプトプロピルトリメトキシシランのうちの１との反応から得られることができる。
【０１５３】
　アルコキシシラン基を有するポリエーテルおよびポリイソブチレンの例は、Ｋｕｓａｂ
ｅ．Ｍ．、Ｐｉｔｔｕｒｅ　ｅ　Ｖｅｒｎｉｃｉ－Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｃｏａｔｉｎｇ、
２００５年、第１２－Ｂ巻、４３～４９ページの刊行物に記載されている。末端アルコキ
シシラン基を有するポリウレタンの例は、Ｐｒｏｂｓｔｅｒ，Ｍ．、Ａｄｈｅｓｉｏｎ－
Ｋｌｅｂｅｎ　＆　Ｄｉｃｈｔｅｎ、２００４年、第４８１巻、第１－２号、１２～１４
ページの文献に記載されたものあるいはＬａｎｄｏｎ，Ｓ．、Ｐｉｔｔｕｒｅ　ｅ　Ｖｅ
ｒｎｉｃｉ、１９９７年、第７３巻、第１１号、１８～２４ページの文献またはＨｕａｎ
ｇ、Ｍｏｗｏ、Ｐｉｔｔｕｒｅ　ｅ　Ｖｅｒｎｉｃｉ、２０００年、第５巻、６１～６７
ページの文献に記載されたもの、およびとりわけＯＳＩ－Ｗｉｔｃｏ－ＧＥ社からの、ア
ルコキシシラン基を有するポリウレタンを含む。
【０１５４】
　ポリオルガノシロキサン化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）の例は、それ自体アルコキ
シシランおよび／またはシラノールの末端基を担っているところのＭＱまたはＭＴのタイ
プの樹脂を含み、たとえばＧｅｌｅｓｔ社によってＳＳＴ－Ｓ７Ｃ４１（３のＳｉ－ＯＨ
基）の照会名下に提供される、シラノール基で官能化されたポリ（イソブチルシルセスキ
オキサン）樹脂のようなものである。
【０１５５】
　２ａ－追加的な反応性化合物
【０１５６】
　本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物は、さらに下記の少なくと
も１の追加的な反応性化合物を含んでいることができる。
【０１５７】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）は、さらに少なくとも
１の追加的な反応性化合物を含んでいることができ、かつ／あるいは本発明に従うキット
の組成物（Ａ２）は、上記のようにさらに少なくとも１の追加的な反応性化合物を含んで
いることができる。
【０１５８】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの当該組成物（Ａ３）は、さらに少なく
とも１の追加的な反応性化合物を含んでいることができる。
【０１５９】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）はさらに、少なくとも２のアル
コキシシランおよび／またはシラノール基を含んでいる追加的な反応性化合物と組み合わ
されることができる。
【０１６０】
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　追加的な反応性化合物はたとえば、アルコキシシランおよび／またはシラノール基をそ
の表面に含んでいる１以上の有機または無機粒子を包含し、たとえばこのような基で表面
処理されているフィラーである。
【０１６１】
　２ｂ－触媒
【０１６２】
　縮合反応は、金属に基づいた触媒の存在下において起きることができ、該金属に基づい
た触媒は化合物（Ｘ）および（Ｙ）の少なくともどちらかとともに存在することができ、
または化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含有するもしくは含有しない組成物中に分離された形
態で存在することができる。
【０１６３】
　たとえば、化合物（Ｘ）および（Ｙ）をそれぞれ含んでいる本発明に従うキットの当該
第一および／または第二の組成物は、さらに下記の少なくとも１の触媒を含んでいること
ができる。
【０１６４】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）は、少なくとも１の化
合物（Ｘ）の他に少なくとも１の触媒および追加的な任意的な反応性化合物を含んでいる
ことができ、かつ／あるいは上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ２）は、少なくとも
１の化合物（Ｙ）に加えて少なくとも１の触媒および追加的な任意的な反応性化合物を含
んでいることができる。
【０１６５】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ３）は、化合物（Ｘ）およ
び（Ｙ）に加えて少なくとも１の触媒および少なくとも１の追加的な任意的な反応性化合
物を含んでいることができるが、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１ならび
に任意的な触媒はカプセル封入された形態をしている。
【０１６６】
　１の特別な実施態様では、２の化合物（Ｘ）および（Ｙ）の相互作用を触媒が開始する
ことを要求されており、これらの化合物が組成物（Ａ３）中にカプセル封入されていない
形態で存在するならば、該触媒はこの同一の組成物中にカプセル封入された形態で存在す
ることができ、または逆に、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１が組成物（
Ａ３）中にカプセル封入された形態で存在するならば、触媒はこの同一の組成物中にカプ
セル封入されていない形態で存在することができる。
【０１６７】
　他の実施態様では、本発明に従うキットの組成物（Ａ４）中に含められ、当該組成物は
化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含んでいない。
【０１６８】
　このタイプの反応に有用であることができる触媒は、好ましくはチタンに基づいた触媒
である。とりわけ式（XI）

のテトラアルコキシチタンに基づいた触媒が挙げられることができ、この式で、Ｒ２は３
級アルキル基、たとえば３級ブチル、３級アミルおよび２，４－ジメチル－３－ペンチル
から選択され、Ｒ３は１～６の炭素原子を有するアルキル基、好ましくはメチル、エチル
、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、２級ブチル、またはヘキシル基を表し、ｙ
は３～４、より好ましくは３．４～４の数である。
【０１６９】
　触媒は、それを含有する組成物の合計重量当たり０．０００１～２０重量％の量で存在
することができる。
【０１７０】
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　２ｃ－希釈剤
【０１７１】
　化合物（Ｘ）および／または（Ｙ）を含んでいる有用な組成物は、さらに該組成物の粘
度を低くすることを目的とした揮発性シリコーン油（すなわち、希釈剤）を含んでいるこ
とができる。本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物は、さらに以下
の少なくとも１の揮発性シリコーン油を含んでいることができる。
【０１７２】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）は、さらに少なくとも
１の揮発性シリコーン油を含んでいることができ、かつ／あるいは上記の本発明に従うキ
ットの組成物（Ａ２）は、さらに少なくとも１の揮発性シリコーン油を含んでいることが
できる。
【０１７３】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ３）は、さらに少なくとも
１の揮発性シリコーン油を含んでいることができる。
【０１７４】
　この油は、短鎖直鎖状シリコーン、たとえばヘキサメチルジシロキサンおよびオクタメ
チルトリシロキサン、および環式シリコーン、たとえばオクタメチルシクロテトラシロキ
サンおよびデカメチルシクロペンタシロキサン、ならびにこれらの混合物から選択される
ことができる。
【０１７５】
　このシリコーン油は、本発明に従う当該キット中の組成物の全体の合計重量当たり５重
量％～９５重量％、好ましくは１０重量％～８０重量％を表す。
【０１７６】
　アルコキシシラン基を担っておりかつ縮合によって反応する化合物（Ｘ）および（Ｙ）
を含んでいる組成物（Ａ１）または（Ａ２）、ならびに化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含ん
でいない組成物（Ａ４）の組み合わせの例として、以下の表１に詳述されかつＤｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ社によって調製された以下の組み合わせが挙げられることができる。この組
み合わせ中には化合物（Ｘ）および（Ｙ）があり、これらは同一であるので、単一組成物
（組成物（Ａ１）＝組成物（Ａ２））で存在し、また組成物（Ａ４）中に存在して触媒が
ある。
【表１】
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【０１７７】
　３／過酸化物の存在下における架橋
【０１７８】
　架橋反応は、少なくとも１の過酸化物の存在および少なくとも１の任意的な触媒の存在
下において、少なくとも１の化合物（Ｘ）と少なくとも１の化合物（Ｙ）との間で起きる
。
【０１７９】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、本発明に従うキット内の第一の組成物および第二の組成
物中にそれぞれ、または当該第一および第二の組成物以外の組成物中にさえ存在すること
ができる。
【０１８０】
　１の特定の実施態様では、化合物（Ｘ）は組成物（Ａ１）中に存在し、かつ化合物（Ｙ
）は組成物（Ａ２）中に存在する。
【０１８１】
　他の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、互いに分離して組成物（Ａ３）中に
存在する。
【０１８２】
　架橋反応は過酸化物の存在下において起き、過酸化物は単一の組成物中の化合物（Ｘ）
および（Ｙ）のうちのどちらか少なくとも１とともに存在することができ、または化合物
（Ｘ）および（Ｙ）を含有しているもしくは含有していない組成物中に分離された形態で
存在することができる。
【０１８３】
　このようにして、それぞれ化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含んでいる、本発明に従うキッ
トの当該第一および／または第二の組成物は、さらに以下の少なくとも１の過酸化物を含
んでいることができる。
【０１８４】
　１の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ１）は、少なくとも１の化
合物（Ｘ）に加えて、少なくとも１の過酸化物および少なくとも１の任意的な触媒を含ん
でいることができ、かつ／あるいは上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ２）は、少な
くとも１の化合物（Ｙ）に加えて、少なくとも１の過酸化物および少なくとも１の任意的
な触媒を含んでいることができる。
【０１８５】
　他の実施態様では、上記の本発明に従うキットの組成物（Ａ３）は、化合物（Ｘ）およ
び（Ｙ）に加えて、少なくとも１の過酸化物および少なくとも１の任意的な触媒を含んで
いることができるが、化合物（Ｘ）、（Ｙ）のうちの少なくとも１および過酸化物はカプ
セル封入された形態をしている。というのは、化合物（Ｘ）、（Ｙ）および過酸化物は、
本発明に従う膜を形成する組成物の他には同一の組成物中に決して同時には存在しないか
らである。
【０１８６】
　１の特別な実施態様では、２の化合物（Ｘ）および（Ｙ）の相互作用を過酸化物が開始
することを要求されており、これらの化合物が組成物（Ａ３）中にカプセル封入されてい
ない形態で存在するならば、該過酸化物はこの同一の組成物中にカプセル封入された形態
で存在することができ、または逆に、化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくとも１が
組成物（Ａ３）中にカプセル封入された形態で存在するならば、過酸化物はこの同一の組
成物中にカプセル封入されていない形態で存在することができる。
【０１８７】
　他の実施態様では、過酸化物は本発明に従うキットの組成物（Ａ４）中に含められ、当
該組成物は化合物（Ｘ）および（Ｙ）を含んでいない。
【０１８８】
　この反応は好ましくは５０℃以上、好ましくは８０℃以上、および１２０℃までの温度
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に加熱することによって起きる。
【０１８９】
　この場合、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、同一または異なったものであり、少なくとも
２の－ＣＨ３側基および／または－ＣＨ３基を担っている少なくとも２の側鎖を含んでい
る。
【０１９０】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、好ましくはシリコーン化合物であり、たとえばケイ素原
子に結合された少なくとも２の－ＣＨ３側基および／または－ＣＨ３基を担っている少な
くとも２の側鎖を有し、６超の重合度を有する高分子量の非揮発性直鎖状ポリジメチルシ
ロキサンから選択されることができる。たとえば、Ｇｅｌｅｓｔ社のカタログ「反応性シ
リコーン」、２００４年版、６ページに記載されたポリマー、とりわけ、５０００００～
９０００００の分子量を有しとりわけ２００００００ｃＳｔ超の粘度を有するビニルメチ
ルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー（ガムとも呼ばれる。）が挙げられること
ができる。
【０１９１】
　本発明の文脈において使用されることができる過酸化物は、過酸化ベンゾイル、過酸化
２，４－ジクロロベンゾイルおよびこれらの混合物を包含する。
【０１９２】
　１の実施態様では、化合物（Ｘ）と（Ｙ）との間の、触媒の存在におけるヒドロシリル
化反応、または縮合反応、あるいは過酸化物の存在における架橋反応は、系の温度が、た
とえば２５℃から１８０℃まで上げられる熱の供給によって加速される。
【０１９３】
　一般的にいえば、化合物（Ｘ）および（Ｙ）が互いに反応するその反応のタイプにかか
わらず、化合物（Ｘ）および（Ｙ）の全体に対する（Ｘ）のモルパーセント、すなわち比
（Ｘ）／［（Ｘ）＋（Ｙ）］×１００は、５％～９５％、好ましくは１０％～９０％、よ
り好ましくは２０％～８０％の範囲であることができる。
【０１９４】
　同様に、化合物（Ｘ）および（Ｙ）の全体に対する（Ｙ）のモルパーセント、すなわち
比（Ｙ）／［（Ｘ）＋（Ｙ）］×１００は、５％～９５％、好ましくは１０％～９０％、
より好ましくは２０％～８０％の範囲であることができる。
【０１９５】
　化合物（Ｘ）は、１５０～１００００００、好ましくは２００～８０００００、より好
ましくは２００～２５００００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有することができる。
【０１９６】
　化合物（Ｙ）は、２００～１００００００、好ましくは３００～８０００００、より好
ましくは５００～２５００００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有することができる。
【０１９７】
　化合物（Ｘ）は、それを含んでいる組成物の合計重量当たり０．１重量％～９５重量％
、好ましくは１重量％～９０重量％、より好ましくは５重量％～８０重量％を占めること
ができる。
【０１９８】
　化合物（Ｙ）は、それを含んでいる組成物の合計重量当たり０．１重量％～９５重量％
、好ましくは１重量％～９０重量％、より好ましくは５重量％～８０重量％を占めること
ができる。
【０１９９】
　化合物（Ｘ）と（Ｙ）との比は、反応の速度、したがって膜が形成される速度を加減す
るために、あるいは所望の用途に応じて、得られる膜の特性（たとえば、その粘着特性）
を適合させるために変えられることができる。
【０２００】
　より特には、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は、０．０５～２０、より好ましくは０．１～
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１０のモル比（Ｘ）／（Ｙ）で存在することができる。
【０２０１】
　上記のように本発明の１の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は単一の組成物（
Ａ３）の形態で用いられることができ、該単一の組成物（Ａ３）は、化合物（Ｘ）および
／または化合物（Ｙ）および／または適切な場合には（化合物（Ｘ）と（Ｙ）との間に想
定される反応のタイプに従って）カプセル封入された形態をしている触媒および／または
過酸化物を含有することができる。
【０２０２】
　触媒および／または過酸化物がカプセル封入された形態をしているときは、これらはそ
のときには、
　（i）　（Ｘ）または（Ｙ）とともに互いに独立にカプセル封入され、
　（ii）　互いに独立にこれら自体だけで、および反応の他方の化合物、たとえば化合物
（Ｘ）および（Ｙ）とは独立にカプセル封入され、または
　（iii）　反応の他方の化合物、たとえば化合物（Ｘ）および（Ｙ）とは独立に一緒に
カプセル封入され、あるいは一緒におよび２の化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの１とと
もにカプセル封入される。
【０２０３】
　１の特定の実施態様では、生理学的に許容される媒体中に１または複数の化合物（Ｘ）
および１または複数の化合物（Ｙ）を含んでいる単一の組成物（Ａ３）は、ケラチン物質
に、より特には皮膚に施与され、この場合に化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの少なくと
も１はカプセル封入された形態をしている。
【０２０４】
　１の変形の実施態様では、化合物（Ｘ）および（Ｙ）は別々にカプセル封入される。こ
のようにして、これらの間の時期尚早の反応のおそれがないことを確実にしながら、化合
物（Ｘ）および（Ｙ）は単一の組成物（Ａ３）として包装されることができる。反応はそ
の場合にはカプセルが破裂されたときのみに、言い換えればケラチン物質、より特には皮
膚に施与されるとその場で、すなわち施与された時点で起きる。
【０２０５】
　本発明の文脈では、マイクロカプセルとも呼ばれるコア／シェルタイプのカプセル封入
された形態により特別な考慮が払われ、該マイクロカプセルにおいてはシェルはポリマー
性シェルであり、かつコアは化合物（Ｘ）または化合物（Ｙ）を含有しており、これらの
化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちの１はカプセル封入され、適切な場合には、これら２の
化合物の相互作用に必要であれば、触媒または過酸化物とともにカプセル封入される。当
該触媒が化合物（Ｘ）および（Ｙ）のうちのどちらかとともにカプセル封入されない場合
には、それは、カプセル封入された形態を含んでいる化粧品組成物中に存在する。
【０２０６】
　このタイプのマイクロカプセルを調製するために現在利用可能な多数の技術があり、た
とえば溶媒置換と呼ばれる技術によって得られるものは特に欧州特許第２７４９６１号お
よび欧州特許第１５５２８２０号の文献に示されている。
【０２０７】
　より特には、本発明に従って用いられる、化合物（Ｘ）または（Ｙ）のカプセルのシェ
ルは、ポリマー性の、架橋されていない、水不溶性かつカプセルのコアに不溶性のもので
ある。
【０２０８】
　一般的にいえば、好適であることができるポリマーはすべて天然または合成由来のもの
であり、これらは水に非混和性の溶媒中に可溶性であり、とりわけ大気圧における水の沸
点（１００℃）よりも低い融点を有するものである。
【０２０９】
　これらのポリマーは生分解性であることができ、たとえばポリエステル等のようなもの
である。
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【０２１０】
　本発明に適したものを例示するポリマーは、とりわけ以下のものを包含する。
　－　Ｃ２～Ｃ１２のアルキルシアノアクリレートポリマー、
　－　ポリ－Ｌ－ラクチド、ポリ－ＤＬ－ラクチド、ポリグリコリドおよび対応するコポ
リマーによって形成されたポリマー、
　－　ポリカプロラクトン、
　－　３－ヒドロキシブチル酸ポリマー、
　－　塩化ビニルと酢酸ビニルとのコポリマー、
　－　酸とメタクリルエステルとのコポリマー、とりわけメタクリル酸とメタクリルエス
テルとのコポリマー、
　－　ポリビニルアセトフタレート、
　－　セルロースアセトフタレート、
　－　ポリビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマー、
　－　ポリエチレンビニルアセテート、
　－　ポリアクリロニトリル、
　－　ポリアクリルアミド、
　－　ポリエチレングリコール、
　－　ポリ（Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキルメタクリレート）
　－　セルロースとＣ１～Ｃ４カルボン酸とのエステル
　－　ポリスチレンおよびスチレンと無水マレイン酸とのコポリマー、スチレンとアクリ
ル酸とのコポリマー、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレンブロックコポリマー、な
らびにスチレン－エチレン／プロピレン－スチレンブロックターポリマー、
　－　スチレン－アルキルアルコールオリゴマー、
　－　エチレンと酢酸ビニルと無水マレイン酸とのターポリマー、
　－　ポリアミド、
　－　ポリエチレン、
　－　ポリプロピレン、
　－　オルガノポリシロキサン、たとえばポリジメチルシロキサン
　－　ポリ（アルキレンアジペート）、
　－　ポリエステルポリオール、
　－　ポリシルセスキオキサンシリコーンポリマー、
　－　末端ヒドロキシル官能基を有するデンドリマー性ポリエステル
　－　水分散性ポリマーであるにもかかわらず水非混和性溶媒中に可溶性であるもの、た
とえば以下のようなもの、すなわちポリエステル、ポリ（エステルアミド）、ポリウレタ
ンならびにスルホン酸および／またはカルボン酸官能基を担っているビニルコポリマー、
特に仏国特許第２７８７７２９号の文献に記載されているもの、
　－　環境温度において水に不溶性であり、環境温度において固形であり、かつ前記のポ
リマーのうちの１の少なくとも１のブロックを有するブロックコポリマー、および
　－　これらの混合物。
【０２１１】
　これらのポリマーまたはコポリマーは１０００～５０００００、より特には１５００～
１０００００の平均分子量を有することができる。
【０２１２】
　本発明にとりわけ適しているのは、ポリ（アルキレンアジペート）、オルガノポリシロ
キサン、ポリカプロラクトン、セルロースアセトフタレート、セルロースアセトブチレー
ト、セルロースエステル、ポリスチレンおよびその誘導体、とりわけポリカプロラクトン
である。
【０２１３】
　もちろん、当業者はその知識によって、選択されたポリマーの分子量を、溶媒中のその
濃度に関連して調整して、その結果十分なエマルション化に適合する混合物の粘度をつく
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り出すことができる。
【０２１４】
　親油性のコアに関しては、これは、化合物（Ｘ）または化合物（Ｙ）の他に少なくとも
１の油を含有することができる。油は、油相について以下に記載された油から選択される
ことができる。油は好ましくはシリコーン油である。
【０２１５】
　本発明に適したカプセルを調製する手順に関しては、当業者はとりわけ前述の欧州特許
第１５５２８２０号の文献の教示を参照することができる。所要の界面活性剤の選択およ
びプロセスの実施には、当業者の知識が用いられる。
【０２１６】
　本発明の１の実施態様では、第一および／または第二の組成物、より特には組成物（Ａ
１）および（Ａ２）、ならびに組成物（Ａ３）さえもが、可塑剤を含んでいることができ
、これは化合物（Ｘ）と（Ｙ）との反応生成物による膜の形成を促進する。この種類の可
塑剤は、所望の機能を発揮する能力があると当業者に知られているすべての化合物から選
択されることができる。
【０２１７】
　化合物（Ｘ）および（Ｙ）に加えて、キットは、少なくとも１の下記の疎水性有機日焼
け止め剤を含んでいる。
【０２１８】
　疎水性有機光保護フィルターまたは日焼け止め剤
【０２１９】
　本発明に従うキットは、かくしてさらに以下を含んでいる少なくとも１の疎水性遮蔽系
を含んでいる。すなわち
　（i）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水性
有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある
少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｂ）、ならびに／または少なくとも１の無機日
焼け止め剤（Ｄ）、
　（ii）　２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫外線放射を同時に吸収する
能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）、ならびに任意的な無機日焼け
止め剤（Ｄ）、または
　（iii）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水
性有機日焼け止め剤（Ａ）、ならびに２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫
外線放射を同時に吸収する能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）か、
あるいは少なくとも１の無機日焼け止め剤（Ｄ）。
【０２２０】
　「日焼け止め剤」の語は、本発明の文脈では「光保護フィルター」の語と同等である。
【０２２１】
　本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物ならびにまた組成物（Ａ１
）、（Ａ２）、（Ａ３）および（Ａ４）は、さらに少なくとも１の上記されかつ以下によ
り詳しく記載される疎水性遮蔽系を含んでいることができる。
【０２２２】
　本発明に従うキットの１の実施態様では、上記の組成物（Ａ１）は、さらに少なくとも
上記の疎水性遮蔽系を含んでいることができ、かつ／あるいは上記の組成物（Ａ２）は、
さらに上記の疎水性遮蔽系を含んでいることができる。
【０２２３】
　本発明に従うキットの他の実施態様では、上記の当該組成物（Ａ３）は、さらに少なく
とも上記の疎水性遮蔽系を含んでいる。
【０２２４】
　１の好まれる実施態様では、組成物（Ａ２）は、成分（Ｙ）および本発明に従う疎水性
遮蔽系を含んでいる。
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【０２２５】
　本発明の文脈では、「疎水性有機日焼け止め剤」とは、紫外線放射を濾光し、かつ２５
℃における水中溶解度０．５重量％以下を有する有機化合物であり、この溶解度は、懸濁
している過剰の固形分と平衡にある、溶媒中に溶解している製品の量として定義される。
「水不溶性日焼け止め剤」の語は、本発明の文脈では「疎水性日焼け止め剤」の語と同等
である。
【０２２６】
　逆に、「親水性有機日焼け止め剤」とは、この定義を満たさない有機化合物である。「
水可溶性日焼け止め剤」の語は、本発明の文脈では「親水性日焼け止め剤」の語と同等で
ある。
【０２２７】
　疎水性有機日焼け止め剤（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）は、とりわけ様々な部類の化学化
合物から選択されることができる。とりわけパラアミノ安息香酸の誘導体、サリチル酸誘
導体、桂皮酸誘導体、ベンゾフェノンおよびアミノベンゾフェノン、アントラニル酸誘導
体、ジベンゾイルメタン誘導体、β，β'－ジフェニルアクリレート誘導体、ベンジリデ
ンショウノウ誘導体、フェニルベンゾトリアゾール誘導体、トリアジン誘導体、ビスレゾ
ルシニルトリアジン、イミダゾリン誘導体、ベンジルマロネート誘導体、４，４－ジアリ
ールブタジエン誘導体、ベンズオキサゾール誘導体、メロシアニンおよびこれらの混合物
が挙げられることができる。
【０２２８】
　３２０～４００ｎｍの紫外線を吸収することができる疎水性日焼け止め剤（Ａ）
【０２２９】
　ジベンゾイルメタン誘導体
－　とりわけＤＳＭ　Ｎｕｔｒｉｔｉｏｎａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ社によってＰａｒｓｏ
ｌ　１７８９の商品名下に販売されているブチルメトキシジベンゾイルメタン、
－　イソプロピルジベンゾイルメタン。
【０２３０】
　アミノベンゾフェノン
－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ａ＋の商品名下に販売されているｎ－ヘ
キシル－２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）ベンゾエート。
【０２３１】
　アントラニル酸誘導体
－　とりわけＳｙｍｒｉｓｅ社によってＮｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＭＡの商品名下に販
売されているメンチルアントラニレート。
【０２３２】
　４，４－ジアリールブタジエン誘導体
－　１，１－ジカルボキシ（２，２'－ジメチルプロピル）－４，４－ジフェニルブタジ
エン。
【０２３３】
　本発明の文脈では、および１の特定の実施態様では、以下の疎水性日焼け止め剤（Ａ）
が本発明に従うキット中に用いられる。
－　ブチルメトキシジベンゾイルメタン、および／または
－　ｎ－ヘキシル－２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）ベンゾエー
ト。
【０２３４】
　疎水性有機日焼け止め剤（Ａ）が存在するときは、これは、本発明のキット中に含めら
れる組成物の合計重量当たり０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．１重量％～１重
量％の量で存在する。
【０２３５】
　２８０～３２０ｎｍの紫外線を吸収することができる疎水性日焼け止め剤（Ｂ）
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【０２３６】
　パラアミノベンゾエート
－　エチルＰＡＢＡ、
－　エチルジヒドロキシプロピルＰＡＢＡ、
－　エチルヘキシルジメチルＰＡＢＡ（ＩＳＰ社からのＥｓｃａｌｏｌ　５０７）。
【０２３７】
　サリチル酸誘導体
－　とりわけＲｏｎａ／ＥＭ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社によってＥｕｓｏｌｅｘ　ＨＭＳ
の名称下に販売されているホモサレート、
－　とりわけＳｙｍｒｉｓｅ社によってＮｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＯＳの名称下に販売
されているエチルヘキシルサリチレート、
－　とりわけＳｃｈｅｒ社によってＤｉｐｓａｌの名称下に販売されているジプロピレン
グリコールサリチレート、
Ｓｙｍｒｉｓｅ社によってＮｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＴＳの名称下にＴＥＡサリチレー
ト。
【０２３８】
　桂皮酸誘導体
－　とりわけＤＳＭ　Ｎｕｔｒｉｔｉｏｎａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ社によってＰａｒｓｏ
ｌ　ＭＣＸの商品名下に販売されているエチルヘキシルメトキシシンナメート、
－　イソプロピルメトキシシンナメート、
－　とりわけＳｙｍｒｉｓｅ社によってＮｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　Ｅ　１０００の商品
名下に販売されているイソアミルメトキシシンナメート、
－　ジイソプロピルメチルシンナメート、
－　シノキサート、
－　グリセリルエチルヘキサノエートジメトキシシンナメート。
【０２３９】
　β，β'－ジフェニルアクリレート誘導体
－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｎ５３９の商品名下に販売されているオ
クトクリレン、
－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｎ３５の商品名下に販売されているエト
クリレン。
【０２４０】
　ベンジリデンショウノウ誘導体
－　Ｃｈｉｍｅｘ社によってＭｅｘｏｒｙｌ　ＳＤの名称下に販売されている３－ベンジ
リデンショウノウ、
－　とりわけＭｅｒｃｋ社によってＥｕｓｏｌｅｘの名称下に販売されているメチルベン
ジリデンショウノウ、
－　Ｃｈｉｍｅｘ社によってＭｅｘｏｒｙｌ　ＳＷの名称下に製造されているポリアクリ
ルアミドメチルベンジリデンショウノウ。
【０２４１】
　トリアジン誘導体
－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｔ１５０の商品名下に販売されているエ
チルヘキシルトリアゾン、
－　とりわけＳｉｇｍａ　３Ｖ社によってＵＶＡＳＯＲＢ　ＨＥＢの商品名下に販売され
ているジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、
－　２，４，６－トリス（ジネオペンチル－４'－アミノベンザルマロネート）－ｓ－ト
リアジン、
－　２，４，６－トリス（ジイソブチル－４'－アミノベンザルマロネート）－ｓ－トリ
アジン、
－　２，４－ビス（ジネオペンチル－４'－アミノベンザルマロネート）－６－（ｎ－ブ
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チル－４'－アミノベンゾエート）－ｓ－トリアジン、
－　２，４－ビス（ｎ－ブチル－４'－アミノベンゾエート）－６－（アミノプロピルト
リシロキサン）－ｓ－トリアジン、
－　米国特許第６，２２５，４６７号、国際公開第２００４／０８５４１２号（化合物６
および９を参照せよ。）または「対称形トリアジン誘導体」、ＩＰ．ＣＯＭ　Ｊｏｕｒｎ
ａｌ、２００４年９月２０日、米国、ニューヨーク州、Ｗｅｓｔ　Ｈｅｎｒｉｅｔｔａ、
ＩＰ．ＣＯＭ社刊の文献に記載されている対称形トリアジン日焼け止め剤、とりわけ２，
４，６－トリス（ビフェニル）－１，３，５－トリアジン（より特には、２，４，６－ト
リス（ビフェニル－４－イル－１，３，５－トリアジン）および２，４，６－トリス（タ
ーフェニル）－１，３，５－トリアジン。これらの２の最後に挙げられた日焼け止め剤は
、Ｂｅｉｅｒｓｄｏｒｆ社の特許出願、国際公開第０６／０３５０００号、国際公開第０
６／０３４９８２号、国際公開第０６／０３４９９１号、国際公開第０６／０３５００７
号、国際公開第２００６／０３４９９２号、国際公開第２００６／０３４９８５号に記載
されている。
【０２４２】
　イミダゾリン誘導体
－　エチルヘキシルジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリンプロピオネート。
【０２４３】
　ベンザルマロネート誘導体
－　ベンザルマロネート官能基を有するポリオルガノシロキサン、たとえばとりわけＤＳ
Ｍ　Ｎｕｔｒｉｔｉｏｎａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ社によってＰａｒｓｏｌ　ＳＬＸの商品
名下に販売されているＰｏｌｙｓｉｌｉｃｏｎｅ－１５、
－　ジネオペンチル－４'－メトキシベンザルマロネート。
【０２４４】
　メロシアニン誘導体
－　オクチル－５－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ－２－フェニルスルホニル－２，４－ペンタ
ジエノエート。
【０２４５】
　本発明の文脈では、および１の特定の実施態様では、以下の疎水性日焼け止め剤（Ｂ）
が本発明に従うキット中に用いられる。
　－　ホモサレート、
　－　エチルヘキシルサリチレート、
　－　オクトクリレン、
　－　エチルヘキシルメトキシシンナメート、
　－　イソアミルメトキシシンナメート、
　－　エチルヘキシルトリアゾン、および／または
　－　ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン。
【０２４６】
　１の非常に特定の実施態様では、以下の疎水性日焼け止め剤（Ｂ）が挙げられる。
　－　エチルヘキシルサリチレート、
　－　オクトクリレン、
　－　エチルヘキシルトリアゾン、および／または
　－　エチルヘキシルメトキシシンナメート。
【０２４７】
　疎水性有機日焼け止め剤（Ｂ）が存在するときは、これは、本発明のキット中に含めら
れる組成物の合計重量当たり０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．１重量％～１重
量％の量で存在する。
【０２４８】
　紫外線Ａ波および紫外線Ｂ波の双方を吸収することができる混合疎水性日焼け止め剤（
Ｃ）
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【０２４９】
　ゼンゾフェノン誘導体
　－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　４００の商品名下に販売されているゼ
ンゾフェノン－１、
　－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｄ５０の商品名下に販売されているゼ
ンゾフェノン－２、
　－　とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｍ４０の商品名下に販売されているゼ
ンゾフェノン－３、
　－　ゼンゾフェノン－５、
　－　とりわけＮｏｒｑｕａｙ社によってＨｅｌｉｓｏｒｂ　１１の商品名下に販売され
ているゼンゾフェノン－６、
　－　とりわけＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ社によってＳｐｅｃｔｒａ－Ｓｏｒ
ｂ　ＵＶ－２４の商品名下に販売されているゼンゾフェノン－８、
　－　ゼンゾフェノン－１０、
　－　ゼンゾフェノン－１１、
　－　ゼンゾフェノン－１２。
【０２５０】
　フェニルベンゾトリアゾール誘導体
　－　とりわけＲｈｏｄｉａ　Ｃｈｉｍｉｅ社によってＳｉｌａｔｒｉｚｏｌｅの名称下
に販売されている、またはＣｈｉｍｅｘ社によってＭｅｒｏｘｙｌ　ＸＬの名称下に製造
されているドロメトリゾールトリシロキサン、
　－　とりわけＦａｉｒｍｏｕｎｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によってＭｉｘｘｉｍ　ＢＢ／
１００の商品名下に固形で、またはとりわけＣＩＢＡ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ社によってＴｉｎｏｓｏｒｂ　Ｍの商品名下に水性分散物中のミクロン級の微粒
子形態で販売されているメチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノー
ル。
【０２５１】
　ビスレゾルシニルトリアジン誘導体
　－　とりわけＣＩＢＡ　Ｇｅｉｇｙ社によってＴｉｎｏｓｏｒｂ　Ｓの商品名下に販売
されているビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン。
【０２５２】
ベンズオキサゾール誘導体
　－　とりわけＳｉｇｍａ　３Ｖ社によってＵｖａｓｏｒｂ　Ｋ２Ａの名称下に販売され
ている２，４－ビス［５－１（ジメチルプロピル）ベンズオキサゾ－ル－２－イル（４－
フェニル）イミノ］－６－（２－エチルヘキシル）イミノ－１，３，５－トリアジン。
【０２５３】
　本発明の文脈では、および１の特定の実施態様では、以下の疎水性日焼け止め剤（Ｃ）
が本発明に従うキット中に用いられる。
　－　ドロメトリゾールトリシロキサン、
　－　メチレンビスーベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、
　－　ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、および／ま
たは
　－　ゼンゾフェノン－３またはオキシベンゾーン。
【０２５４】
　１の非常に特定の実施態様では、以下の疎水性日焼け止め剤（Ｃ）が挙げられる。
　－　ドロメトリゾールトリシロキサン、
　－　ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン。
【０２５５】
　疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）が存在するときは、これは、本発明のキット中に含めら
れる組成物の合計重量当たり０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．１重量％～１重



(35) JP 6164789 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

量％の量で存在する。
【０２５６】
　無機光保護フィルターまたは日焼け止め剤（Ｄ）
【０２５７】
　無機光保護剤（Ｄ）は、コーティングされたまたはコーティングされていない金属酸化
物顔料（一次粒子の平均サイズは一般に５ｎｍ～１００ｎｍ、好ましくは１０ｎｍ～５０
ｎｍである。）から選択され、たとえば（非晶質、またはルチル型および／もしくはアナ
ターゼ型の結晶質の）酸化チタン、酸化鉄、酸化亜鉛、酸化ジルコニウムまたは酸化セリ
ウムの顔料であり、これらのすべては周知の紫外線光保護剤である。
【０２５８】
　顔料は、コーティングされていてもコーティングされていなくてもよい。
【０２５９】
　コーティングされた顔料は、たとえばＣｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ
、１９９０年２月、第１０５巻、５３～６４ページに記載された化合物、たとえばアミノ
酸、蜜ロウ、脂肪酸、脂肪族アルコール、アニオン性界面活性剤、レシチン、脂肪酸のナ
トリウム、カリウム、亜鉛、鉄もしくはアルミニウム塩、（チタンもしくはアルミニウム
の）金属アルコキシド、ポリエチレン、シリコーン、タンパク質（コラーゲン、エラスチ
ン）、アルカノールアミン、酸化ケイ素、金属酸化物またはナトリウムヘキサメタホスフ
ェートで、１以上の化学的、電子的、機械化学的および／または機械的な表面処理を既に
受けている顔料である。
【０２６０】
　慣用的に、シリコーンは、直鎖状または環式の、分枝状または架橋状の構造を有する、
様々な分子量の有機ケイ素ポリマーまたはオリゴマーであり、これは、適切に官能化され
たシランの重合および／または重縮合によって得られ、かつ主単位の繰返しから本質的に
成っており、該主単位中でケイ素原子が酸素原子によって互いに結合されており（シロキ
サン結合）、置換された任意的な炭化水素基が当該ケイ素原子に炭素原子を介して直接結
合されている。
【０２６１】
　「シリコーン」の語はさらにまた、その調製に必要なシラン、より特にはアルキルシラ
ンも包含する。
【０２６２】
　顔料をコーティングするために使用される本発明に適したシリコーンは、好ましくはア
ルキルシラン、ポリジアルキルシロキサン、およびポリアルキルヒドロシロキサンから成
る群から選択される。さらにより好ましくは、シリコーンはオクチルトリメチルシラン、
ポリジメチルシロキサンおよびポリメチルヒドロシロキサンから成る群から選択される。
【０２６３】
　もちろん、シリコーンによる処理前の金属酸化物顔料は、他の表面処理剤で、より特に
は酸化セリウム、アルミナ、シリカ、アルミニウム化合物、ケイ素化合物、またはこれら
の混合物で既に処理されていてもよい。
【０２６４】
　コーティングされた顔料は、より特には以下のものでコーティングされた酸化チタンで
ある。すなわち、
　－　シリカ、たとえば池田社からの製品Ｓｕｎｖｅｉｌ、
　－　シリカおよび酸化鉄、たとえば池田社からの製品Ｓｕｎｖｅｉｌ　Ｆ、
　－　シリカおよびアルミナ、たとえばＴａｙｃａ社からの製品Ｍｉｃｒｏｔｉｔａｎｉ
ｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　５００　ＳＡおよびＭｉｃｒｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏ
ｘｉｄｅ　ＭＴ　１００ＳＡ、ならびにＴｉｏｘｉｄｅ社からの製品Ｔｉｏｖｅｉｌ、
　－　アルミナ、たとえば石原社からの製品Ｔｉｐａｑｕｅ　ＴＴＯ－５５（Ｂ）および
Ｔｉｐａｑｕｅ　ＴＴＯ－５５（Ａ）、ならびにＫｅｍｉｒａ社からのＵＶＴ　１４／４
、
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　－　アルミナおよびステアリン酸アルミニウム、たとえばＴａｙｃａ社からの製品Ｍｉ
ｃｒｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　１００Ｔ、ＭＴ　１００ＴＸ、ＭＴ　
１００Ｚ、ＭＴ－０１、Ｕｎｉｑｅｍａ社からの製品Ｓｏｌａｖｅｉｌ　ＣＴ－１０　Ｗ
およびＳｏｌａｖｅｉｌ　ＣＴ－１００、ならびにＭｅｒｃｋ社からの製品Ｅｕｓｏｌｅ
ｘ　Ｔ－ＡＶＯ、
　－　シリカ、アルミナおよびアルギン酸、たとえばＴａｙｃａ社からの製品ＭＴ－１０
０　ＡＱ、
　－　アルミナおよびラウリン酸アルミニウム、たとえばＴａｙｃａ社からの製品Ｍｉｃ
ｒｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　１００Ｓ、
　－　酸化鉄およびステアリン酸鉄、たとえばＴａｙｃａ社からの製品Ｍｉｃｒｏｔｉｔ
ａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　１００Ｆ、
　－　酸化亜鉛およびステアリン酸亜鉛、たとえばＴａｙｃａ社からの製品ＢＲ　３５１
、
　－　シリカおよびアルミナならびにシリコーンで処理されたもの、たとえばＴａｙｃａ
社からの製品Ｍｉｃｒｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　６００　ＳＡＳ、Ｍ
ｉｃｒｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　５００　ＳＡＳまたはＭｉｃｒｏｔ
ｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　１００　ＳＡＳ、
　－　シリカ、アルミナおよびステアリン酸アルミニウムならびにシリコーンで処理され
たもの、たとえばチタン工業社からの製品ＳＴＴ－３０－ＤＳ、
　－　シリカおよびシリコーンで処理されたもの、たとえばＫｅｍｉｒａ社からの製品Ｕ
Ｖ－Ｔｉｔａｎ　Ｘ　１９５、
　－　アルミナおよびシリコーンで処理されたもの、たとえば石原社からの製品Ｔｉｐａ
ｑｕｅ　ＴＴＯ－５５（Ｓ）、またはＫｅｍｉｒａ社からのＵＶ　Ｔｉｔａｎ　Ｍ　２６
２、
　－　トリエタノールアミン、たとえばチタン工業社からの製品ＳＴＴ－６５－Ｓ、
　－　ステアリン酸、たとえば石原社からの製品Ｔｉｐａｑｕｅ　ＴＴＯ－５５（Ｃ）、
　－　ナトリウムヘキサメタホスフェート、たとえばＴａｙｃａ社からの製品Ｍｉｃｒｏ
ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　１５０Ｗ、
　－　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｓｉｌｉｃａｓ社によってＴ　８０５の商品名下に販売されてい
る、オクチルトリメチルシランで処理されたＴｉＯ２、
　－　Ｃａｒｄｒｅ社によって７０２５０　Ｃａｒｄｒｅ　ＵＦ　ＴｉＯ２ＳＩ３の商品
名下に販売されている、ポリジメチルシロキサンで処理されたＴｉＯ２、
　－　Ｃｏｌｏｒ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ社によってＭｉｃｒｏ　Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄ
ｉｏｘｉｄｅ　ＵＳＰ疎水性グレードの商品名下に販売されている、ポリジメチルヒドロ
シロキサンで処理されたアナターゼ／ルチル型ＴｉＯ２。
【０２６５】
　コーティングされていない酸化チタン顔料は、たとえばＴａｙｃａ社によってＭｉｃｒ
ｏｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ　５００　ＢまたはＭｉｃｒｏｔｉｔａｎｉ
ｕｍ　Ｄｉｏｘｉｄｅ　ＭＴ６００　Ｂの商品名下に、Ｄｅｇｕｓｓａ社によってＰ　２
５の名称下に、Ｗａｃｋｈｅｒ社によってＯｘｙｄｅ　ｄｅ　ｔｉｔａｎｅ　ｔｒａｎｓ
ｐａｒｅｎｔ　ＰＷの名称下に、三好化成社によってＵＦＴＲの名称下に、トーメン社に
よってＩＴＳの名称下に、およびＴｉｏｘｉｄｅ社によってＴｉｏｖｅｉｌ　ＡＱの名称
下に販売されている。
【０２６６】
　コーティングされていない酸化亜鉛顔料は、たとえば以下のものである。すなわち、
　－　Ｓｕｎｓｍａｒｔ社によってＺ－ｃｏｔｅの名称下に販売されているもの、
　－　Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ社によってＮａｎｏｘの名称下に販売されているもの、
　－　Ｎａｎｏｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社によってＮａｎｏｇａｒｄ　Ｗ
ＣＤ　２０２５の名称下に販売されているもの。
【０２６７】
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　コーティングされた酸化亜鉛顔料は、たとえば以下のものである。すなわち、
　－　Ｔｏｓｈｉｂｉ社によってＯｘｉｄｅ　ｚｉｎｃ　ＣＳ－５の名称下に販売されて
いるもの（ポリメチルヒドロシロキサンでコーティングされたＺｎＯ）、
　－　Ｎａｎｏｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社によってＮａｎｏｇａｒｄ　Ｚ
ｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ　ＦＮの名称下に販売されているもの（Ｆｉｎｓｏｌｖ　ＴＮ、すな
わちＣ１２～Ｃ１５アルコ－ルベンゾエート中４０％分散物）、
　－　大東社によってＤａｉｔｏｐｅｒｓｉｏｎ　ＺＮ－３０およびＤａｉｔｏｐｅｒｓ
ｉｏｎ　ＺＮ－５０の名称下に販売されているもの（シリカおよびポリメチルヒドロシロ
キサンでコーティングされたナノメートル級酸化亜鉛３０％～５０％を含有する、エトキ
シル化シクロポリメチルシロキサン／ポリジメチルシロキサン中の分散物）、
　－　ダイキン社によってＮＦＤ　Ｕｌｔｒａｆｉｎｅ　ＺｎＯの名称下に販売されてい
るもの（パーフルオロアルキルホスフェートとパーフルオロアルキルエチルに基づいたコ
ポリマーとでコーティングされたＺｎＯのシクロペンタシロキサン中分散物）、
　－　信越社によってＳＰＤ－Ｚ１の名称下に販売されているもの（シリコーングラフト
アクリルコポリマーでコーティングされたＺｎＯのシクロジメチルシロキサン中分散物）
、
　－　ＩＳＰ社によってＥｓｃａｌｏｌ　Ｚ１００の名称下に販売されているもの（アル
ミナで処理されたＺｎＯのＰＶＰ－ヘキサデセン／メチコーンコポリマー／エチルヘキシ
ルメトキシシンナメート混合物中分散物）、
　－　不二化成（Ｆｕｊｉ　Ｐｉｇｍｅｎｔ）社によってＦｕｊｉ　ＺｎＯ－ＳＭＳ－１
０の名称下に販売されているもの（シリカおよびポリメチルシルセスキオキサンでコーテ
ィングされたＺｎＯ）、
　－　Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ社によってＮａｎｏｘ　Ｇｅｌ　ＴＮの名称下に販売されてい
るもの（ＺｎＯの、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールベンゾエートとヒドロキシステアリン酸と
の重縮合物中５５％分散物）。
【０２６８】
　コーティングされていない酸化セリウム顔料は、たとえばＲｈｏｎｅ　Ｐｏｕｌｅｎｃ
社によってＣｏｌｌｏｉｄａｌ　Ｃｅｒｉｕｍ　Ｏｘｉｄｅの名称下に販売されているも
のである。
【０２６９】
　コーティングされていない酸化鉄顔料は、たとえばＡｒｎａｕｄ社によってＮａｎｏｇ
ａｒｄ　ＷＣＤ　２００２（ＦＥ　４５Ｂ）、Ｎａｎｏｇａｒｄ　Ｉｒｏｎ　ＦＥ　４５
ＢＬ　ＡＱ、Ｎａｎｏｇａｒｄ　ＦＥ　４５Ｒ　ＡＱおよびＮａｎｏｇａｒｄ　ＷＣＤ　
２００６（ＦＥ　４５Ｒ）の名称下に、または三菱社によってＴＹ－２２０の名称下に販
売されている。
【０２７０】
　コーティングされた酸化鉄顔料は、たとえばＡｒｎａｕｄ社によってＮａｎｏｇａｒｄ
　ＷＣＤ　２００８（ＦＥ　４５Ｂ　ＦＮ）、Ｎａｎｏｇａｒｄ　ＷＣＤ　２００９（Ｆ
Ｅ　４５Ｂ　５５６）、Ｎａｎｏｇａｒｄ　ＦＥ　４５　ＢＬ　３４５およびＮａｎｏｇ
ａｒｄ　ＦＥ　４５　ＢＬの名称下に、またはＢＡＳＦ社によってＯｘｙｄｅ　ｄｅ　Ｆ
ｅｒ　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔの名称下に販売されている。
【０２７１】
　金属酸化物の混合物、とりわけ二酸化チタンと二酸化セリウムとの混合物、たとえば池
田社によってＳｕｎｖｅｉｌ　Ａの名称下に販売されている、双方ともシリカでコーティ
ングされた二酸化チタンと二酸化セリウムとの均等量の混合物、ならびにまたアルミナ、
シリカおよびシリコーンでコーティングされた二酸化チタンと二酸化亜鉛との混合物、た
とえばＫｅｍｉｒａ社によって販売されている製品Ｍ２６１、またはアルミナ、シリカお
よびグリセロールでコーティングされたもの、たとえばＫｅｍｉｒａ社によって販売され
ている製品Ｍ２１１が挙げられることもできる。
【０２７２】
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　本発明の文脈では、および１の特定の実施態様では、以下の有機日焼け止め剤（Ｄ）、
すなわち非晶質またはルチルおよび／もしくはアナターゼ型の結晶質である酸化チタンが
本発明に従うキット中に用いられる。
【０２７３】
　無機日焼け止め剤（Ｄ）が存在するときは、これは、本発明のキット中に含められる組
成物の合計重量当たり０．０１重量％～５重量％、好ましくは０．１重量％～１重量％の
量で存在する。
【０２７４】
　１の特定の実施態様では、日焼け止め剤（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）の合計量
は、当該キット中のすべての組成物の合計重量当たり１５重量％以下、特に０．０１重量
％～１０重量％、より特に０．１重量％～５重量％である。
【０２７５】
　１の特定の実施態様では、キットは少なくとも１の有機かつ疎水性の抗紫外線Ａ日焼け
止め剤（Ａ）、および少なくとも１の有機かつ疎水性の抗紫外線Ｂ日焼け止め剤（Ｂ）、
ならびに任意的な無機日焼け止め剤（Ｄ）を含んでいる。
【０２７６】
　他の特定の実施態様では、キットは少なくとも１の有機かつ疎水性の抗紫外線Ａおよび
抗紫外線Ｂの日焼け止め剤（Ｃ）、ならびに任意的な無機日焼け止め剤（Ｄ）を含んでい
る。
【０２７７】
　さらに他の特定の実施態様では、キットは少なくとも１の有機かつ疎水性の抗紫外線Ａ
日焼け止め剤（Ａ）および少なくとも１の無機日焼け止め剤（Ｄ）を含んでいる。
【０２７８】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは少なくともブチルメトキシジベンゾイルメ
タン、とりわけＰａｒｓｏｌ　１７８の商品名下に販売されているもの、およびエチルヘ
キシルメトキシシンナメート、とりわけＰａｒｓｏｌ　ＭＣＸの商品名下に販売されてい
るものを含んでいる。
【０２７９】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは少なくともブチルメトキシジベンゾイルメ
タン、とりわけＰａｒｓｏｌ　１７８９の商品名下に販売されているもの、および少なく
とも１のコーティングされたまたはコーティングされていない二酸化チタンを無機日焼け
止め剤として含んでいる。
【０２８０】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは少なくともブチルメトキシジベンゾイルメ
タン、とりわけＰａｒｓｏｌ　１７８９の商品名下に販売されているもの、および少なく
ともエチルヘキシルトリアゾン、とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｔ１５０の
商品名下に販売されているものを含んでいる。
【０２８１】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは少なくともｎ－ヘキシル－２－（４－ジエ
チルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）ベンゾエート、とりわけＢＡＳＦ社によってＵ
ｖｉｎｕｌ　Ａ＋の商品名下に販売されているもの、および少なくともエチルヘキシルメ
トキシシンナメート、とりわけＤＳＭ　Ｎｕｔｒｉｔｉｏｎａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ社に
よってＰａｒｓｏｌ　ＭＣＸの商品名下に販売されているものを含んでいる。
【０２８２】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは少なくともブチルメトキシジベンゾイルメ
タン、とりわけＰａｒｓｏｌ　１７８９の商品名下に販売されているもの、および少なく
ともオクトクリレン、とりわけＢＡＳＦ社によってＵｖｉｎｕｌ　Ｎ５３９の商品名下に
販売されているものを含んでいる。
【０２８３】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは、Ｒｈｏｄｉａ　Ｃｈｉｍｉｅ社によって
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Ｓｉｌａｔｒｉｚｏｌｅの名称下に販売されているドロメトリゾールトリシロキサンを少
なくとも含んでいる。
【０２８４】
　本発明のさらに他の実施態様では、キットは、ＣＩＢＡ　Ｇｅｉｇｙ社によってＴｉｎ
ｏｓｏｒｂ　Ｓの商品名下に販売されているビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキ
シフェニルトリアジンを少なくとも含んでいる。
【０２８５】
　１の実施態様では、キットは少なくとも２の異なった、別々に包装された組成物を含ん
でおり、第一の組成物は生理学的に許容される媒体中に少なくとも１の化合物（Ｘ）を含
んでおり、第二の組成物は生理学的に許容される媒体中に少なくとも１の化合物（Ｙ）を
含んでおり、かつ任意的な触媒または任意的な過酸化物が当該第一および第二の組成物の
うちのどちらか中に存在しており、ならびに／またはさらなる任意的な組成物中に存在し
ている。
【０２８６】
　本発明に従うキットは、さらにその上、有機かつ親水性である抗紫外線Ａおよび／また
は抗紫外線Ｂ日焼け止め剤から選択された少なくとも１の任意的な光保護フィルターを含
んでいることができる。
【０２８７】
　上記の所要の化合物に加えて、本発明に従うキットは以下の生理学的に許容される媒体
を含んでいることができる。
【０２８８】
　その上、少なくとも１の生理学的に許容される媒体を含んでいることができるのは、よ
り特には、本発明に従うキットの当該第一および／または第二の組成物であることができ
る。
【０２８９】
　１の実施態様では、本発明に従うキットの当該組成物（Ａ１）はさらに、少なくとも１
の生理学的に許容される媒体を含んでおり、かつ／あるいは本発明に従うキットの当該組
成物（Ａ２）はさらに、少なくとも１の生理学的に許容される媒体を含んでいる。
【０２９０】
　他の実施態様では、本発明に従うキットの当該組成物（Ａ３）はさらに、少なくとも１
の生理学的に許容される媒体を含んでいる。
【０２９１】
　生理学的に許容される媒体
【０２９２】
　上記のように、本発明に従うキットの組成物は生理学的に許容される媒体を含んでおり
、これは非毒性の媒体であり、人のケラチン物質に施与されることができ、かつ心地よい
外観、心地よい香りおよび心地よい肌触りを有する。
【０２９３】
　本発明に従うキットの組成物は一般に、上記の成分（Ｘ）、（Ｙ）、（Ａ）、（Ｂ）、
（Ｃ）および／または（Ｄ）、ならびにまた触媒および／または過酸化物を本質的に含有
する。
【０２９４】
　したがって、本発明の１の特定の実施態様では、キットは、キット中の組成物の全体の
合計重量当たり前述の成分を９０重量％まで、または９５重量％までさえ、９９重量％ま
たは１００重量％さえ含有する。
【０２９５】
　本発明に従うキットの組成物は好都合には、無水または本質的に無水の形をしており、
また液状物または柔軟なペーストの形態をしていることができる。
【０２９６】
　組成物中の水および／または１もしくは複数の水溶性溶媒の量が組成物の合計重量当た
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り３重量％未満、典型的には１．５重量％未満、１重量％または０．５重量％未満でさえ
あるときに、組成物は無水であると呼ばれる。
【０２９７】
　このタイプの組成物は、顔および／もしくは身体のためのケアまたはメークアップ製品
の形態を有することができ、かつたとえばチューブもしくはポンプボトル中に詰められた
クリームまたは流体の形態に包装されることができる。
【０２９８】
　本発明の組成物は、さらに１以上の油を含んでいることができ、これは本発明の成分（
Ｘ）、（Ｙ）、（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）のうちの少なくとも１の可溶化を許
す。
【０２９９】
　本発明に従うキットの組成物中に使用されることができる油の例は、以下を含む。
　－　動物由来の炭化水素油、たとえばパーヒドロスクアレン、
　－　植物由来の炭化水素油、たとえば４～１０の炭素原子を有する脂肪酸の液状トリグ
リセリド、たとえばヘプタン酸またはオクタン酸のトリグリセリド、あるいはたとえばヒ
マワリ油、トウモロコシ油、大豆油、マロー油、菜種油、ゴマ油、ヘーゼルナッツ油、ア
プリコット油、マカダミア油、アララ油、ヒマシ油、アボカド油、カプリル酸／カプリン
酸トリグリセリド、たとえばＳｔｅａｒｉｎｅｒｉｅｓ　Ｄｕｂｏｉｓ社によって販売さ
れているもの、またはＤｙｎａｍｉｔ　Ｎｏｂｅｌ社によってＭｉｇｌｙｏｌ　８１０、
８１２および８１８の名称下に販売されているもの、ホホバ油ならびにシアバター油、
　－　合成エステルおよびエーテル、とりわけ脂肪酸のもの、たとえば式Ｒ１ＣＯＯＲ２

およびＲ１ＯＲ２の油（これらの式で、Ｒ１は８～２９の炭素原子を有する脂肪酸の残基
を表し、Ｒ２は３～３０の炭素原子を有する分枝状または分枝されていない炭化水素鎖を
表す。）、たとえばピュアセリンオイル、イソノニルイソノナノエート、イソプロピルミ
リステート、２－エチルヘキシルパルミテート、２－オクチルドデシルステアレート、２
－オクチルドデシルエルケート、イソステアリルイソステアレート；ヒドロキシエステル
、たとえばイソステアリルラクテート、オクチルヒドロキシステアレート、オクチルドデ
シルヒドロキシステアレート、ジイソステアリルマレート、トリイソセチルシトレート、
および脂肪族アルコールのヘプタノエート、オクタノエート、デカノエート；ポリオール
エステル、たとえばプロピレングリコールジオクタノエート、
ネオペンチルグリコールジヘプタノエートおよびジエチレングリコールジイソノナノエー
ト；ならびにペンタエリスリトールエステル、たとえばペンタエリスリチルテトライソス
テアレート、
　－　鉱物もしくは合成由来の直鎖状または分枝状炭化水素、たとえば揮発性または非揮
発性液状パラフィンおよびこれらの混合物、イソヘキサデカン、イソドデカン、ペトロラ
タム、ポリデセンおよび水素化ポリイソブテン、たとえばＰａｒｌｅａｍ（商標）油、
　－　天然または合成精油、たとえばユーカリ油、ラバンジン油、ラベンダー油、ベチベ
ル油、リトシークベバ油、レモン油、ビャクダン油、ローズマリー油、カモミール油、セ
イボリー油、ニクズク油、シナモン油、ヒソップ油、カラウェー油、オレンジ油、ゲラニ
オール油、ジュニバータール油およびベルガモット油、
　－　８～２６の炭素原子を有する脂肪族アルコール、たとえばセチルアルコール、ステ
アリルアルコールおよびこれらの混合物（セチルステアリルアルコール）、オクチルドデ
カノール、２－ブチルオクタノール、２－ヘキシルデカノール、２－ウンデシルペンタデ
カノール、オレイルアルコールまたはリノレイルアルコール、
　－　部分的に炭化水素に基づいたおよび／またはシリコーンに基づいたフルオロ油、た
とえば特開平２－２９５９１２号の文献に記載されたもの、
　－　シリコーン油、たとえば直鎖状または環式のシリコーン鎖を有し、環境温度におい
て液状もしくはぺ－スト様である、揮発性または非揮発性ポリジメチルシロキサン（ＰＤ
ＭＳ）、とりわけシクロポリジメチルシロキサン（シクロメチコーン）、たとえばシクロ
ヘキサシロキサンおよびシクロペンタシロキサン；ペンダントにもしくはシリコーン鎖の
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末端にアルキル、アルコキシまたはフェニル基を有し、これらの基が２～２４の炭素原子
を有するポリジメチルシロキサン；フェニルシリコーン、たとえばフェニルトリメチコー
ン、フェニルジメチコーン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェ
ニルジメチコーン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、２－フェニルエチルト
リメチルシロキシシリケート、およびポリメチルフェニルシロキサン、
　－　これらの混合物。
【０３００】
　上掲の油のリスト中の炭化水素油は、主に炭素原子および水素原子を、ならびに任意的
にエステル、エーテル、フルオロ、カルボン酸および／またはアルコール基を含んでいる
任意の油である。
【０３０１】
　油相中に存在することができる他の脂肪質物質は、たとえば８～３０の炭素原子を有す
る脂肪酸、たとえばステアリン酸、ラウリン酸、パルミチン酸およびオレイン酸；ワック
ス、たとえばラノリン、蜜ロウ、カルナバワックスまたはカンデリラワックス、パラフィ
ンワックス、モンタンワックスまたはマイクロクリスタリンワックス、セレシンまたはオ
ゾケライト、合成ワックス、たとえばポリエチレンワックスおよびフィッシャー・トロプ
シュワックス；ならびにガム、たとえばシリコーンガム（ジメチコノール）である。
【０３０２】
　これらの脂肪質物質は、たとえばコンシステンシー（軟度）またはテクスチャ（質感）
の所望の特性を有する組成物を調製する目的のために当業者によって様々な様式で選択さ
れることができる。
【０３０３】
　本発明に従うキットの組成物は、少なくとも１の揮発性油を含んでいることができる。
【０３０４】
　本発明の目的のための揮発性油は、ケラチン物質と接触すると環境温度および大気圧に
おいて１時間未満内に蒸発することができる任意の油である。本発明の揮発性有機の１ま
たは複数の溶媒および揮発性油は、環境温度において液状である揮発性有機溶媒および化
粧品油であり、環境温度および大気圧において零でない蒸気圧、特に０．１３Ｐａ～４０
０００Ｐａ（１０－３～３００ｍｍＨｇ）の範囲、特に１．３Ｐａ～１３０００Ｐａ（０
．０１～１００ｍｍＨｇ）の範囲、より特に１．３Ｐａ～１３００Ｐａ（０．０１～１０
ｍｍＨｇ）の範囲にある蒸気圧を有する。
【０３０５】
　挙げられることができる揮発性油は、中でも２～６のケイ素原子を有する環式または直
鎖状のシリコーン、たとえばシクロヘキサシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、
デカメチルテトラシロキサン、ブチルトリシロキサンおよびエチルトリシロキサンを包含
する。分枝状炭化水素、たとえばイソドデカン、およびまた揮発性パーフルオロアルカン
、たとえばドデカフルオロペンタンおよびテトラデカフルオロヘキサン（これらは３Ｍ社
によってＰＦ　５０５０（商標）およびＰＦ　５０６０（商標）の名称下に販売されてい
る。）、およびパーフルオロモルホリン誘導体、たとえば４－トリフルオロメチルパーフ
ルオロモルホリン（これは３Ｍ社によってＰＦ　５０５２（商標）の名称下に販売されて
いる。）を使用することも可能である。
【０３０６】
　本発明に従うキットの組成物中に存在する油相の量は、この種類の油相を含有する組成
物の合計重量当たり、たとえば０．０１重量％～３０重量％、好ましくは０．１重量％～
１０重量％の範囲にあることができる。
【０３０７】
　本発明に従うキットの組成物はさらに、たとえば顔料、真珠層、染料、特殊効果物質お
よびこれらの混合物から選択された少なくとも１の着色剤を含んでいることができる。
【０３０８】
　これらの着色剤は、本発明に従うキット中に含められるすべての組成物の合計重量当た
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り０．０１重量％～１０重量％、好ましくは０．０１重量％～５重量％の量で存在するこ
とができる。
【０３０９】
　本発明に従うキットの組成物は、フィラーを、本発明に従うキット中に含められるすべ
ての組成物の合計重量当たり、とりわけ０．０１重量％～１０重量％、好ましくは０．０
１重量％～５重量％の量で含んでいることができる。これらのフィラーは有機または無機
であり、かつ結晶学的形態（たとえば、ラメラ、立方晶、六方晶、斜方晶または非晶質）
にかかわらず任意の形態、たとえば小板形、球形または楕円形であることができる。フィ
ラーは、シリカ、タルク、マイカ、カオリン、ラウロイルリシン、デンプン、窒化ホウ素
、ＰＴＦＥ粉体、ＰＭＭＡ粉体、メチルシルセスキオキサン樹脂粉体（たとえば、ＧＥ　
Ｓｉｌｉｃｏｎｅ社からのＴｏｓｐｅａｒｌ　１４５Ａ）、中空半球状シリコーン樹脂粒
子（たとえば、竹本油脂社からのＮＬＫ　５００、ＮＬＫ　５０６およびＮＬＫ　５１０
）、硫酸バリウム、沈降炭酸カルシウム、炭酸マグネシウムおよび炭酸水素マグネシウム
、ヒドロキシアパタイト、ガラスまたはセラミックマイクロカプセル、ならびに８～２２
の炭素原子、好ましくは１２～１８の炭素原子を有する有機カルボン酸から誘導された金
属石けん、たとえばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウムまたはステアリン酸リ
チウム、ラウリン酸亜鉛およびミリスチン酸マグネシウムを包含する。
【０３１０】
　本発明に従うキットの組成物はさらに、化粧品学の分野において普通に使用される様々
な助剤、たとえば金属イオン封鎖剤、香料、増粘剤および親油性ゲル化剤を含んでいるこ
とができる。これらの様々な助剤の量およびその種類は、光保護膜の形成も当該光保護膜
の有利な特性も損なわないように選択されるだろう。
【０３１１】
　組成物の、得ることが望まれている流動性に応じて、１以上の親油性ゲル化剤、言い換
えれば油中に可溶性または分散性であるゲル化剤を組成物中に含めることが可能である。
【０３１２】
　親油性ゲル化剤は、たとえば改質粘土、たとえば改質マグネシウムシリケート（Ｒｈｅ
ｏｘ社からのＢｅｎｔｏｎｅ　ｇｅｌ　ＶＳ３８）、およびＲｈｅｏｘ社によってＢｅｎ
ｔｏｎｅ　３８　ＣＥの名称下に販売されている、ジステアリルジメチルアンモニウムク
ロライドで改質されたヘクトライト（ＣＴＦＡ名：Ｄｉｓｔｅａｒｄｉｍｏｎｉｕｍヘク
トライト）を包含する。
【０３１３】
　より特に脂性の皮膚への施与の場合、本発明に従うキットの組成物は、剥離剤、抗脂濡
症剤、抗菌剤および鎮痛剤から選択された少なくとも１の薬理活性剤を含んでいることが
できる。
【０３１４】
　より特に老化した皮膚への施与の場合、本発明に従うキットの組成物は、剥離剤、脱色
素剤または抗脱色素剤、抗糖化剤、抗ＮＯ剤、真皮もしくは表皮高分子の合成を促進しお
よび／またはこれらの分解を防止する薬剤、線維芽細胞もしくはケラチノサイトの増殖お
よび／またはケラチノサイトの分化を促進する薬剤、筋肉弛緩剤または皮膚弛緩剤、抗遊
離ラジカル剤または抗汚染剤、引き締め剤、ならびに微小循環に作用する薬剤から選択さ
れた少なくとも１の薬理活性剤を含んでいることができる。
【０３１５】
　より特に瘢痕への施与の場合、本発明に従うキットは、少なくとも１の瘢痕形成促進剤
、たとえばセンテラ・アジアティカの抽出物、たとえばＢａｙｅｒ社によって販売されて
いるＭａｄｅｃａｓｓｏｓｉｄｅを含んでいることができる。
【０３１６】
　当業者は、一方において使用される成分の性質、とりわけ媒体中へのその溶解度、およ
び他方において本発明に従うキットの各組成物の意図された用途を考慮に入れて、当業者
の一般知識に基づいて適切な配合形態およびその調製方法を選択することができる。
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【０３１７】
　当業者はもちろん、任意の補助的な１もしくは複数の添加剤および／またはその量が、
光保護膜の形成および当該得られた膜の有利な特性が該補助的な添加によって有害な影響
を受けないかまたは実質的に受けないように選択されることを、確実にするだろう。
【０３１８】
　包装
【０３１９】
　上記の第一および第二の組成物は、異なった、独立のパック中に、または変形として、
即座に開口しあうように置かれていてもいなくてもよい２の区画を含んでいる単一の包装
装置中に包装されることができる。
【０３２０】
　たとえば化合物（Ｘ）を含んでいる第一の組成物、およびたとえば化合物（Ｙ）を含ん
でいる第二の組成物は、好ましくは単一の包装物品の別々のパック中に包装される。
【０３２１】
　各組成物は、同一の包装物品内の異なった区画中に包装され、該２の組成物は、たとえ
ば各組成物が送達されるときに該包装物品の一方または両方の端で混合されることもでき
る。
【０３２２】
　他の実施例では、上記の組成物のそれぞれは、包装装置のそれぞれの区画中に含められ
、該区画は閉鎖手段によって閉じられる。該閉鎖手段は、包装装置への使用者の動作、た
とえば該装置の部材の回転または移動に応答して閉鎖状態から非閉鎖状態へ移行すること
ができるものである。
【０３２３】
　あるいは、第一および第二の組成物のそれぞれは、異なった包装物品中に包装されるこ
とができる。
【０３２４】
　第一および第二の組成物は互いに異なっている。
【０３２５】
　たとえば、第一の組成物は好都合には化合物（Ｙ）を含んでおらず、また第二の組成物
は好都合には化合物（Ｘ）を含んでいない。このことは、化合物（Ｘ）および（Ｙ）の互
いとの大きい反応性を考慮すると、これらの相互作用が触媒または過酸化物の存在を必要
条件としていないときは、これらは本発明に従うキットを形成する第一および／または第
二の組成物中に同時には存在しないからである。
【０３２６】
　１もしくは複数の触媒および／または１もしくは複数の過酸化物、ならびにまた日焼け
止め剤（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および／または（Ｄ）は、該成分以外の他の成分との相容
性に応じて組成物のいずれか中に存在することができ、あるいは第一および第二の組成物
とは別個に包装されることさえもできる。
【０３２７】
　適切な場合には、１もしくは複数の触媒および／または１もしくは複数の過酸化物、な
らびにまた日焼け止め剤（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および／または（Ｄ）は、前述の２の組
成物のうちの１を収容している包装装置の１の区画中に入れられることができ、この区画
は他方の組成物を含んでいる区画と現場で互いに通じあうことが可能である。
【０３２８】
　組成物は、これらが混合された後の一回の使用に相当する量で包装されることができる
。変形として、組成物は、複数の一連の施与に適した量でそれぞれ包装されることができ
る。
【０３２９】
　適切な場合には、２の組成物は２のそれぞれの区画または容器から抜き出されることが
でき、そしてケラチン物質に施与される前にミキサーを通されることができる。
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【０３３０】
　上記の組成物は、所望の貯蔵安定性に応じて空気取り入れ口を備えたまたは備えていな
い容器中に包装されてもよい。
【０３３１】
　本発明は、さらに紫外線Ａおよび紫外線Ｂの領域を包含する２８０ｎｍ超の領域の紫外
線放射からケラチン物質、特に皮膚を保護する方法であって、該方法が上記のキットを使
用し、かつ当該ケラチン物質に
　ａ）　上記の少なくとも１の化合物（Ｘ）、
　ｂ）　上記の少なくとも１の化合物（Ｙ）、および
　ｃ）　少なくとも１の疎水性遮蔽系
を施与することを含んでおり、該少なくとも１の疎水性遮蔽系が
　　（i）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎水
性有機日焼け止め剤（Ａ）、および２８０～３２０ｎｍの紫外線放射を吸収する能力があ
る少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｂ）、ならびに少なくとも１の任意的な無機
日焼け止め剤（Ｄ）、
　　（ii）　２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの紫外線放射を同時に吸収す
る能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）、ならびに任意的な無機日焼
け止め剤（Ｄ）、または
　　（iii）　３２０～４００ｎｍの紫外線放射を吸収する能力がある少なくとも１の疎
水性有機日焼け止め剤（Ａ）、ならびに２８０～３２０ｎｍおよび３２０～４００ｎｍの
紫外線放射を同時に吸収する能力がある少なくとも１の疎水性有機日焼け止め剤（Ｃ）か
、あるいは少なくとも１の無機日焼け止め剤（Ｄ）
を含んでおり、
ａ）、ｂ）およびｃ）の施与が、（i）事前の現場での混合によって同時にか、あるいは
（ii）これらの施与の時に同時にまたは任意の順番で逐次的に混合することによって起こ
る、但し当該混合の条件が当該化合物（Ｘ）と（Ｙ）との反応に有益であること、上記方
法を提供する。
【０３３２】
　皮膚へのその施与の結果として、膜が形成され乾燥される。この乾燥は環境温度におい
て、または適切な場合には乾燥手段を用いることによって実施されることができる。この
乾燥はその場合には、皮膚の表面に付着する光保護膜の形成を許すのに好都合である条件
（乾燥時間、乾燥温度）下に実施される。
【０３３３】
　１の実施態様では、該方法は、日焼け止め剤（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）の合
計量が当該キット中のすべての組成物の合計重量当たり１５重量％以下、特に０．０１重
量％～１０重量％、より特に０．０１重量％～３重量％であるようなものである。
【０３３４】
　この方法は本発明に従う光保護膜を製造し、その中の日焼け止め剤は上により早い段階
で定義された通りである。
【０３３５】
　膜は透明であることができ、また５０～５００μｍ、好ましくは１００～２００μｍの
厚さを有することができる。
【０３３６】
　以下の実施例は例示の目的で示され、本発明を限定するものではない。パーセントは、
問題の組成物の合計重量に対する重量によって表される。
【実施例１】
【０３３７】
　日焼け保護キット
【０３３８】
　・本発明に従うキットは、本発明に従う以下の組成物（Ａ１）および（Ａ２）を含んで
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いる。 　　

【０３３９】
　直ぐに使用できるものとして販売されているＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　７－ＦＣ４２１
０　ＥＬＡＳＴＯＭＥＲ　ＦＩＬＭ－ＦＯＲＭＩＮＧ　ＢＡＳＥ（商標）混合物は、以下
の組成物に相当する。 　　

【０３４０】
　直ぐに使用できるものとして販売されているＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　７－ＦＣ４２１
０　ＣＵＲＩＮＧ　ＡＧＥＮＴ（商標）は、以下の組成物に相当する。 　　



(46) JP 6164789 B2 2017.7.19

10

20

30

40

【０３４１】
　手順：（Ａ２）の化合物のすべては混合されて組成物（Ａ２）を与える。
【０３４２】
　・本発明に従う光保護方法
【０３４３】
　組成物（Ａ１）が、日焼けからの保護を意図されている、人の皮膚の一部位に施与され
る。組成物（Ａ２）が次なる順番として同じ部位に施与され、そして２の組成物（Ａ１）
および（Ａ２）が、当の皮膚の部位上で穏やかなマッサージによって緊密に混合される。
それから該２の組成物の反応によって膜が形成される。この膜は、開放空気中で乾燥され
た後、皮膚に付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３４４】
　・本発明に従う膜の効能の評価
【０３４５】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）を混合した後得られた膜のＳＰＦを測定することによって、本発明に従うキットの効
能が評価された。
【０３４６】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ（ｉｎ　ｖｉｔｒｏ）法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂ
ｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される
。
【０３４７】
　ＳＰＦは該板上の５点において測定され、そして平均が計算される。これは４６＋－０
．９のＳＰＦを与える。
【実施例２】
【０３４８】
　日焼け保護キット
【０３４９】
　・本発明に従うキットは、本発明に従う以下の組成物（Ａ１）および（Ａ２）を含んで
いる。 　　
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【０３５０】
　　手順：（Ａ２）の化合物のすべては混合されて組成物（Ａ２）を与える。
【０３５１】
　・本発明に従う保護方法
【０３５２】
　組成物（Ａ２）が、日焼けからの保護を意図されている、人の皮膚の一部位に施与され
る。組成物（Ａ１）が次なる順番として同じ部位に施与され、そして２の組成物（Ａ１）
および（Ａ２）が、当の皮膚の部位上で穏やかなマッサージによって緊密に混合される。
それから該２の組成物の反応によって膜が形成される。この膜は、乾燥された後、皮膚に
付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３５３】
　・本発明に従う膜の効能の評価
【０３５４】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）を混合した後得られた膜のＳＰＦを測定することによって、本発明に従うキットの効
能が評価された。
【０３５５】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　
１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される。
【０３５６】
　ＳＰＦは該板上の５点において測定され、そして平均が計算される。これは９７．２＋
－０．９のＳＰＦを与える。
【実施例３】
【０３５７】
　（比較例）日焼け保護キット
【０３５８】
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　・本発明と対比してこのキットは、以下の組成物（Ａ１）および（Ａ２）を含んでいる
。 　　

【０３５９】
　・本発明に従う保護方法
【０３６０】
　組成物（Ａ２）が、日焼けからの保護を意図されている、人の皮膚の一部位に施与され
る。組成物（Ａ１）が次なる順番として同じ部位に施与され、そして２の組成物（Ａ１）
および（Ａ２）が、当の皮膚の部位上で穏やかなマッサージによって緊密に混合される。
それから該２の組成物の反応によって膜が形成される。この膜は、乾燥された後、皮膚に
付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３６１】
　・本発明の範囲外の膜の効能の評価
【０３６２】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）を混合した後得られた膜のＳＰＦを測定することによって、本発明に従うキットの効
能が評価された。
【０３６３】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　
１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される。
【０３６４】
　ＳＰＦは該板上の５点において測定され、そして平均が計算される。これは１７．２＋
－０．０４のＳＰＦを与える。
【０３６５】
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【０３６６】
　・本発明に従う保護方法
【０３６７】
　組成物（Ａ１）および（Ａ２）が現場で混合され、そしてそれから日焼けから保護され
るべきである、人の皮膚の一部位に施与される。当の皮膚の部位上で穏やかにマッサージ
することによって、該２の組成物間の反応によって膜が形成される。この膜は乾燥後、皮
膚に付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３６８】
　・膜の効能の評価
【０３６９】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）の混合をした後に得られた各膜のＳＰＦを測定することによって、キットの効能が評
価された。
【０３７０】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　
１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される。
【０３７１】
　結果が以下の表に提示されている。 　　
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【０３７２】
　一定の合計日焼け止め剤濃度（２％）の場合に、単独で使用された疎水性紫外線Ｂ日焼
け止め剤（エチルヘキシルトリアゾン）と比較して、本発明のキット５において該紫外線
Ｂ日焼け止め剤と疎水性紫外線Ａ日焼け止め剤（ブチルメトキシジベンゾイルメタン）と
の混合物を用いると、ＳＰＦの高い増加が観察される。
【０３７３】

【０３７４】
　・本発明に従う保護方法
【０３７５】
　組成物（Ａ１）および（Ａ２）が現場で混合され、そしてそれから日焼けから保護され
るべきである、人の皮膚の一部位に施与される。当の皮膚の部位上で穏やかにマッサージ
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することによって、該２の組成物間の反応によって膜が形成される。この膜は乾燥後、皮
膚に付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３７６】
　・膜の効能の評価
【０３７７】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）の混合をした後に得られた各膜のＳＰＦを測定することによって、キットの効能が評
価された。
【０３７８】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　
１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される。
【０３７９】
　結果が以下の表に提示されている。 　　

【０３８０】
　一定の合計日焼け止め剤濃度（２．５％）の場合に、疎水性紫外線Ｂ日焼け止め剤（エ
チルヘキシルメトキシシンナメート）単独と比較して、本発明のキット７において該紫外
線Ｂ日焼け止め剤と疎水性紫外線Ａ日焼け止め剤（ブチルメトキシジベンゾイルメタン）
との混合物を用いると、ＳＰＦの高い増加が観察される。
【０３８１】
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【０３８２】
　・本発明に従う保護方法
【０３８３】
　組成物（Ａ１）および（Ａ２）が現場で混合され、そしてそれから日焼けから保護され
るべきである、人の皮膚の一部位に施与される。当の皮膚の部位上で穏やかにマッサージ
することによって、該２の組成物間の反応によって膜が形成される。この膜は乾燥後、皮
膚に付着する。これは、貼付剤と同じように後で取り除かれることができる。
【０３８４】
　・膜の効能の評価
【０３８５】
　冷凍された石英板に１２０μｍ膜施与機で施与された上記の組成物（Ａ１）および（Ａ
２）の混合をした後に得られた各膜のＳＰＦを測定することによって、各キットの効能が
評価された。
【０３８６】
　Ｖ．ＷａｎｄｅｌらによってＳＯＦＷ　Ｊｏｕｒｎａｌ、２００１年、１２７巻に記載
されたインビトロ法を製品の施与に関して修正して用いて、ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　
１０００　Ｓ分光放射計を使用して、この膜のＳＰＦが測定される。
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【０３８７】
　結果が以下の表に提示されている。 　　

【０３８８】
　一定の合計日焼け止め剤濃度（１％）の場合に、無機日焼け止め剤（ＴｉＯ２）単独お
よび疎水性紫外線Ａ日焼け止め剤（ブチルメトキシジベンゾイルメタン）単独と比較して
、本発明のキット１０において該無機日焼け止め剤と該紫外線Ａ日焼け止め剤との混合物
を用いると、ＳＰＦの高い増加が観察される。
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